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１ はじめに 

 

 近年の大規模地震において、天井・外壁等の非構造部材の落下と設備機器類の落下・転倒が

後を絶たず、人命に対して甚大な危険を及ぼすと共に、医療施設等の災害時において拠点とな

る施設の機能をも奪う恐れがあることから、当協議会は、それらの地震被害防止方策に関する

議論を行ってきました。 

 検討の成果として、このたび、「非構造部材（落下物）と設備等の耐震点検マニュアル」を

とりまとめました。このマニュアルは、建築基準法第１２条に規定する「定期報告制度」を補

完するものと位置付けており、建築物の所有者等に活用していただくことで、これらの地震被

害の低減を期待するものです。 

 

 

２ 特殊建築物等の定期報告制度 

 

 建築基準法第12条第1項、第3項の規定により、特定行政庁（本県においては、仙台市、塩竈

市、石巻市及び宮城県）が指定する特殊建築物（劇場、百貨店、ホテル、病院、共同住宅、遊

技場等の不特定多数の人々が利用する建物）等の所有者(所有者と管理者が異なる場合は管理

者)は、定期的に「調査（検査）資格者」によりその建築物が適確に維持管理がされているかど

うかを調査(検査)し、その結果を特定行政庁に報告しなければならないことになっています。 

 これが「定期報告制度」であり、消防法に基づく防火対象物定期点検報告や消防用設備等点

検報告とともに、建物の構造・避難安全性の確保の上で大切な調査・検査です。 

 定期報告には、以下の三種類があり、それぞれの受付機関を経由して特定行政庁へ報告する

ものです。報告されたものは、特定行政庁によって別途改善指導されるものを除き、原則とし

て受付機関から報告済証が発行されます。（発行されたものの中にも計画的に改善を進める必

要があるものも含まれています。） 

(1) 特殊建築物等の定期調査 

 不特定多数の人が利用する特殊建築物等（国等が所有又は管理する建築物を除く。）につい

て、敷地、一般構造、構造強度及び防火・避難関係を3年ごとに、調査資格者(一級建築士等)が

調査し、特定行政庁に報告するものです。 

(2) 建築設備の定期検査 

 上記の特殊建築物等について、建築設備（換気設備、排煙設備及び非常用の照明装置）を毎

年、検査資格者（一級建築士等）が検査し特定行政庁に報告するものです。 

(3) 昇降機等の定期検査 

 すべての建築物（国等が所有又は管理する建築物を除く。）のエレベーター(ホームエレベー



- 2 - 

ターは除く。)、エスカレーター及び遊戯施設等について、毎年、検査資格者（一級建築士等）

が検査し、特定行政庁に報告するものです。 

 

 

３ 定期報告制度を活用した「非構造部材（落下物）と設備等の耐震点検」の概要 

 

 「非構造部材（落下物）と設備等の耐震点検」は、非構造部材（落下物）及び設備等につい

て、定期報告制度のうち3年ごとに行われる「特殊建築物等の定期調査」に付加して、耐震点検

表に基づいた点検を行うものです。 

 このうち非構造部材（落下物）の耐震性能については、このマニュアルに基づく点検を初回

に１度実施し、経年に伴う劣化・損傷については定期報告制度における定期調査で行います。 

 また、設備の耐震点検は、このマニュアルにより基礎の設置方法や各部位の固定・支持方法

等の１度点検すれば良い項目を初回に行い、経年劣化による腐食や破損等の点検を3年ごとに行

うこととしています。 

 

 

４ 耐震点検の流れ 

 

(1) 定期報告の対象建築物であるかを確認します。 

(2) 対象建築物の場合は、公共建築物又は病院若しくは児童福祉施設等かを確認し、該当しな

い場合は初回点検として、様式１を使用して非構造部材（落下物）の点検のみを行います。 

 なお、次回以降の定期報告の際は、本マニュアルに基づく点検は不要であり、定期調査の

中で経年に伴う劣化・損傷状況を確認してください。 

(3) 公共建築物又は病院若しくは児童福祉施設等で初回点検の場合は、 

 ① まず、様式１を使用して非構造部材（落下物）の点検を行います。 

 ② 次に、被災時において機能維持を要する建物かどうかの確認を行い、「安全確保のみを

要する公民館や図書館等の建物」の場合は、様式２の点検表にて、「病院や避難所の様に、

安全確保と機能維持を要する建物」には様式３にて、設備の耐震点検を行います。 

 ③ さらに、様式４を使用して経年劣化等の点検を行います。 

(4) 公共建築物又は病院若しくは児童福祉施設等で初回点検でない場合は、様式４を使用して

経年劣化等の点検のみを行います。 

 

 ＊１ 非構造部材（落下物）耐震点検は、基本的には不特定多数に危険を及ぼす「公道面」

「大空間」を対象とするが、病院や避難所等では、これに限らず、全ての箇所の点検を行いま
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す。 

 ＊２ 機能維持を要する建物とは、被災時において安全確保と共に設備機能維持が求められ

る建築物（機能停止が重大な影響を及ぼす建築物）の事で、例えば病院、庁舎、老健施設、避

難所など、「官庁施設の総合耐震計画基準」（国土交通省）にいう「甲類」に該当します。 

 

 

 

非構造部材（落下物）および建築設備を対象とした耐震点検の流れ

ＹＥＳ

有り

*2 機能維持を要する建物とは、安全確保とともに設備機能
維持が求められる建築物（機能停止が重大な影響をおよぼす
建築物）のことで、例えば病院、庁舎、老健施設、避難所な
ど、建築保全センター「官庁施設の総合耐震診断・改修基準
及び同解説」にいう「甲類建物」等が該当する。

ＹＥＳ

ＹＥＳ

ＮＯ

無し

公共建築物か？

児童福祉施設等
病院もしくは

初回点検か？

ＮＯ

対象外
非構造部材（落下物）

耐震点検*1

（様式１）による点検

*1 非構造部材（落下物）耐震点検は、基本的には不特定多
数に危険を及ぼす「公道面」「大空間」を対象とする。ただし病
院・避難所等ではこれに限らない。

設備耐震（初回）点検表
「安全確保を要する建物」

（様式２）による点検

点検修了（ＯＫ） 点検修了（改修要）

スタート

初回点検か？

設備耐震（初回）点検表
「安全確保および機能維持を

要する建物」
（様式３）による点検

機能維持を要する建物か？
（病院・拠点施設等

*2
）

ＹＥＳ

ＮＯ

要改修項目の有無

ＹＥＳ

ＮＯ

ＹＥＳ

ＮＯ

設備耐震（定期）点検表
（様式４）による点検

定期報告の対象建物か？

対象外

非構造部材（落下物）

耐震点検*1

（様式１）による点検
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５ 各点検表の内容及び使用方法 

 

(1) 非構造部材（落下物）の点検表は、様式１で12頁、5項目にて構成されています。 

 点検内容は、（１）外壁面の点検、（２）外部付属物の点検、（３）内部に面した壁面の

点検、（４）天井面の点検、（５）その他 です。 

 各詳細項目は、（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）の３ランクにて評価を行います。  

  ランク（Ａ）は外観に異常が無く、特に問題ない場合、 

  ランク（Ｂ）は改善計画を要する程度の場合、 

  ランク（Ｃ）は早急に改善を要す場合です。 

 また、（１）外壁面の点検でランク（Ｂ）となった項目に関しては、より詳細な調査を行

います。 

 最後に点検の結果を集計表に記載します。判定は次の３段階で行います。 

  ランク（Ａ）は、落下の危険性が少ないので現状のままで問題無し。 

  ランク（Ｂ）は、落下の危険性があるので詳細調査や補修が必要。 

  ランク（Ｃ）は、落下の危険性が大きいので早急に対策が必要。 

 

(2) 設備関係の点検表は、様式2が4頁、様式3が6頁、様式4が2頁にて、構成されています。 

 様式２は、初回点検用で、安全確保のみを要する、公民館や図書館の様な建物に、 

 様式３は、初回点検用で、安全確保と機能維持を要する、病院や避難所の様な建物に、 

 様式４は、3年毎の定期点検に、使用します。 

 ① 様式２には、設備種類、設備部位、各点検項目が記述されており、各点検項目の機器、

資材等の部位の固定、支持等の安全確保に関して記載されています。 

 評価は、問題なしは○、注意要は△、至急改善要は×の3段階にて評価を行います。 

 なお、１つの点検項目に対して該当部位が複数の場合は、適・不適の台数比率を確認

して評価を行います。  

 また、点検表は、地下階、屋上階、基準階、屋外と分けて一般的に該当すると思われ

る設備種類や部位を記載してあります。 

 ② 様式３は、様式２の内容に、機能維持に関する項目が、追記されています。 

 ③ 様式４は、3年毎の点検用で、項目は、各部位の経年劣化、腐食、破損等に関する内容

となっています。 

 ④ 各様式とも、最後に改善項目を列記し、総合評価を行います。 
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非構造部材の耐震点検表                         様式１ 

点検の目的 

 

 建築非構造部材（外壁・内壁材、サッシ、天井、及び袖看板、照明器具等の付属物及び屋上設備

機器）の破損・落下は建物内部の人間に危害を及ぼすだけでなく、外壁等の破損ではその建物に直

接関係ない公道の通行人や建物内から外に避難する人々にも危害を及ぼす可能性があります。 

 本耐震点検表は災害時の人命保護や二次災害の防止を目的として、非構造部材の地震時の破損・

落下の危険性を判定するものです。 
 

 

ALC パネルの被害例 外壁ラスモルタルの被害例 

内壁の被害例 大空間天井の被害例 屋上設備機器の被害例



2 

様式１ 
調査・点検項目 

・災害時防災上の重要拠点となる病院･学校(指定避難所)･庁舎等は全項目診断を行って下さい。 

・病室や学校の教室など同一形状の部屋が複数ある場合は代表的な部屋で診断を行って下さい。 

・その他の建物の調査･点検項目は下表に従って下さい。外壁及び外部付属物の診断は、不特定多

数の通行人がある公道面や避難上重要な面に限定してかまいません。また、下図に示すような人

間が滞留する恐れのない植え込み等のスペースがある場合も対象外とすることが可能です。 

 天井・内壁の診断も、不特定多数の人が集まるホール等の空間に限定してかまいません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    幅Ｌが建物高さＨの 1/2 以上 

調査・点検項目 

建 物 用 途 
店舗 
劇場 
集会場 
 

博物館 
美術館 
体育館 
ｽｹｰﾄ場 

旅館 
ホテル 

共同住宅 事務所 病院 
診療所 
福祉施設 

学校 
指定避難所

庁舎 

(１) 
外壁面 

外壁 
 

○ 
公道面 

○ 
公道面 

○ 
公道面 

○ 
公道面 

○ 
公道面 

○ ○ 

サッシ 
 

○ 
公道面 

○ 
公道面 

○ 
公道面 

○ 
公道面 

○ 
公道面 

○ ○ 

瓦屋根 
 

○ 
公道面 

○ 
公道面 

○ 
公道面 

○ 
公道面 

○ 
公道面 

○ ○ 

(２) 
外部 

付属物 

広告塔 
袖看板 
ｳｨﾝﾄﾞｳ型ｸｰﾗｰ等 

○ 
公道面 

○ 
公道面 

○ 
公道面 

○ 
公道面 

○ 
公道面 

○ 
 

○ 
 

煙突 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
高置水槽等 
冷却塔等 
空調用屋外機等 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

(３) 
内壁面 

間仕切 
内装材 

○ 
大空間 

○ 
大空間 

○ 
大空間 

  ○ ○ 

(４) 
天井面 

天井 
 

○ 
大空間 

○ 
大空間 

○ 
大空間 

  ○ ○ 

照明器具 
懸垂物等 

○ 
大空間 

○ 
大空間 

○ 
大空間 

  ○ ○ 

(５) 
その他 

扉(避難上 
必要なもの) 

     ○ ○ 

空調･暖房 
器具 

     ○ ○ 

備品      ○ ○ 
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 様式１ 
 調査要点 

部 位 工  法 調査要領 

外壁面 
内壁面 

･石 
･タイル 
･モルタル 
 

 
･剥離、浮きの確認は目視だけでなく、打音法を併用してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   モルタルの剥離例         石張りのひび割れ例 

･ＰＣｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ 
･金属ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ 
･ｾﾒﾝﾄ成形板 
･ＡＬＣ版 
･ボード類 

 
･面外方向のずれ、隅角部の欠け等に注意してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ＰＣｶｰﾃﾝｳｫｰﾙの面外方向のずれ     ＡＬＣ版の隅角部のかけ 
 
 
 

 

剥離･浮き及びひび割れを生じ易い箇所 
 ･開口隅角部  ･水平打継ぎ部  ･伸縮目地廻り 
 ･建物出隅部  ･柱型･梁型    ･庇鼻先･窓抱き 
 ･周囲を拘束された壁面 
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 様式１ 
 調査要点 

部 位 工  法 調査要領 

天 井 ･ボード 
･システム天井 

･天井点検口より内部を目視確認して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
    ボード天井         システム天井 

大
規
模
天
井
（
５
０
０
㎡
以
上
） 

･劇場、スポーツ施設等の大規模天井(一つの天井の面積が500㎡以上)

･の場合は壁面とのクリアランスが十分に設けられているか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
･ハンガー、クリップをビス止め等で補強してあることが望ましい。 
 
 
 
 

ﾊﾝｶﾞｰの被害例    ｸﾘｯﾌﾟの被害例   ﾊﾝｶﾞｰ,ｸﾘｯﾌﾟの補強例 
 
･折上げ天井段差部は十分補強されているか。 
 
 
 
 
 
 
 
 

折上げ天井段差部の補強例 

照 明 
器 具 

･吊り下げ形 

･取付け部のボルト･ネジの不備はないか。 
･吊り代１ｍ以上の場合、振れ止めがあるか。 
 
 
 
 
 
 
 
                    振れ止め取付け例 

･直付け形 
･埋込み形 ･照明器具用に吊りボルトがあるか。 

･壁付け形 ･引掛け形ではなく、十分な強度のある壁面に十分な強度の金具で取付けら

 れているか。 
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１.非構造部材の耐震点検集計表                     様式１ 

 ・点検建物   
 ・調査日   平成  年  月  日 
 判定結果 

・耐震点検表はチェックリスト形式で判定はＡ､Ｂ､Ｃの３ランクです。 
・ランクＢ，Ｃがある場合は下記に従い必要な措置をとって下さい。 

判定ランク ランク(Ａ) ランク(Ｂ) ランク(Ｃ) 

判定結果 落下の危険性が少ない 落下の危険性がある 落下の危険性が大きい 

必要とされる措置 

 

現状のままで特に問題は

ないと考えられます。 

早い機会に詳細調査を実

施するあるいは劣化箇所

を補修する必要があると

考えられます。 

早急に補修あるいは解体

撤去、交換を行う必要が

あると考えられます。 

また場合によっては応急

措置も考慮すべきと考え

らえます。 

 

部位 
ランク(Ａ) 
特に問題なし 

ランク(Ｂ) 
改善計画を要す 

ランク(Ｃ) 
改善を要す 

外壁面 

 

 

 

  

外部付属物 

 

 

 

  

内壁面 

 

 

 

  

天井面 

 

 

 

  

その他 

 

 

 

  

 
 

総合評価 特に問題なし。 改善計画を要するものがある。 早急に改善を要するものがある。 

 

 

 

 

 

所  見 
 
(総合的な所見･ 

項目にない指摘 

事項含む) 
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２.建物概要                              様式１ 

 
建物名称  

所在地  

用途  

竣工年月  

構造種別 □ＲＣ □Ｓ □ＳＲＣ 

規模 

階数  

延べ床面積     ㎡ 

高さ     ｍ 

配置図 

・建物と道路境界･隣地境界の関係を記入してください。手書き、スケッチ程度でも構いません。 
外壁･外部付属物等の点検位置を記入してください。 
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３.耐震点検表                             様式１ 

（１） 外壁面の点検 

（対象面：      ） 

部位 工法・材料・機器
ランク(Ａ) 

特に問題なし 

ランク(Ｂ) 

改善計画を要す 

ランク(Ｃ) 

改善を要す 
未確認 備考 

外壁面 

□ＰＣｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ 

□金属製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ 

□セメント成形板 

□外観に異常なし 

□面内､面外に不揃い 

□破損､ひび割れがある

□錆水の流出がある。

□(Ｂ)が著しい □

 

□ＡＬＣ版 □外観に異常なし 

□面内､面外に不揃い 

□目地にひび割れが 

発生している 

□ひび割れが 

発生している 

□(Ｂ)が著しい 

□

 

□石張り 

□タイル張り 

□モルタル塗り 

□外観に異常なし 

□剥離､浮き､ひび割れ

がある 

□目地に破損､ひび割れ

ｴﾌﾛｴｯｾﾝｽ､錆水の流出

がある。 

□(Ｂ)が著しい □

 

□コンクリート 

 打放し 
□外観に異常なし 

□鉄筋の露出､錆水の流

出がある 

□剥離､浮き､ひび割れ

がある。 

□(Ｂ)が著しい □

 

□ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 

□ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ 
□外観に異常なし 

□目地､ﾌﾞﾛｯｸに 

ひび割れがある 

□ﾓﾙﾀﾙ充填不足がある。

□(Ｂ)が著しい □

 

□ボード類 

 による外装 
□外観に異常なし 

□面内､面外に不揃い 

□ひび割れがある 

□釘､ﾋﾞｽの浮き､めり込

みがある。 

□(Ｂ)が著しい □

 

□ガラス窓 

□FIXｶﾞｽｹｯﾄ止め 

□引違いｶﾞｽｹｯﾄ止め 

□弾性ｼｰﾘﾝｸﾞ 

□引違い硬化性ﾊﾟﾃ止め

 （網入りガラス） 

□FIX硬化性ﾊﾟﾃ止め 

□引違い硬化性ﾊﾟﾃ止め 
□

 

□瓦屋根 
□外観に異常がなく、

 漏水もない 

 

□屋根からの漏水が 

ある 

 

□破損･ズレがある 

□不陸がある 
□

 

 
ランク(Ｂ)がある場合は出来る限り下記のやや詳細な調査を行い、該当するものがあればランク(Ｃ)とし

て下さい。 
工法・材料・機器 点検項目 未確認 備考 

□ＰＣｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ 

□金属製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ 

□セメント成形板 

□ﾙｰｽﾞﾎｰﾙにｱﾝｶｰが無い等、ﾌｧｽﾅｰの施工が不適切 

□ﾌｧｽﾅｰの発錆が著しい 

□ﾌｧｽﾅｰ取り付け部の梁が変形している 

□ＰＣ目地部が弾性ｼｰﾘﾝｸﾞでない 

□ 
 

□ＡＬＣ版 

□目地のひび割れが大きく、貫通している 

□版欠き込み部、開口廻りがﾌﾗｯﾄﾊﾞｰ､山形鋼等で適切に補強されていない 

□接合部目地が充填用ﾓﾙﾀﾙで充填されていない 

□取り付け用金物が溶接等で堅固に接合されていない又は発錆が著しい 

□版厚程度以上の不揃いがある 

□ 

 

□石張り 

□タイル張り 

□モルタル塗り 

□打音法､又は剥離検知機により、開口部廻り､ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ､建物出隅部､問題のあると

思われる部分の調査を行う。調査の結果、剥離､浮きが認められる □ 
 

□コンクリート 

 打放し 

□ひび割れ幅は１mm以上ある 

□雨水の浸入等による使用上の障害がある 
□  

□ボード類による 

 による外装 

□下地の間隔が通常の場合よりかなり大きい 

□複数のボードが破損している。 
□  
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（２） 外部付属物の点検                         様式１ 

（対象面：      ） 
（対象階：      ） 

部位 工法・材料・機器
ランク(Ａ) 

特に問題なし 

ランク(Ｂ) 

改善計画を要す 

ランク(Ｃ) 

改善を要す 
未確認 備考 

外部 

付属物 

□屋上煙突 □外観に異常なし 
□緊結金物等が腐食  

している 

□ひび割れ､破損､傾き

がある 

□支持部のﾎﾞﾙﾄの緩み､

はずれ､腐食等がある 

□ 

 

□広告塔 

□そで看板 

□ﾊﾟﾗﾎﾞﾗｱﾝﾃﾅ 

□外観に異常なし 

□構成部材に腐食､破損

がある 

□取り付け部の腐食､破

損､ﾎﾞﾙﾄの緩みがある

□ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ支持部に 

ひび割れがある 

□取り付け部のﾎﾞﾙﾄの

はずれ､溶接のわれ 

がある 

□ 

 

□ｳｲﾝﾄﾞｳ型ｸｰﾗｰ等 □外観に異常なし 

□吊金具､架台に腐食､

破損がある 

□取り付け部の腐食､破

損､ﾎﾞﾙﾄの緩みがある

 

□吊金具､架台の腐食､

破損が著しい 

□取り付け部の腐食､破

損が著しい ﾎﾞﾙﾄの

はずれがある 

□ 

 

□ 

高
置
水
槽 

等 

□ｺﾝｸﾘｰﾄ 

基礎 

□外観に異常なし 
□基礎に亀裂･劣化が 

 ある 
□床固定不備で不安定 □ 

 

 

 

 

 

 

□ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

□外観に異常なし 
□ﾅｯﾄの緩み、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

 の腐食･損傷がある 
□ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの欠落 □ 

 

 

 

 

 

 

 

□鋼製架台

□外観に異常なし 
□ﾅｯﾄの緩み、架台･ﾎﾞﾙ

 ﾄの腐食･損傷がある
□接続ﾎﾞﾙﾄの欠落 □ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 □耐震強度1.0Ｇ以上 □耐震強度不明 □耐震強度1.0Ｇ未満 □ 
 
 

 

 

 

 

 

□本体強度

(機器仕様の

確認) 

  

・落下危険性の観点からのみランク付けしたものです。 

 設備機能維持に関する点検は、設備耐震点検表(様式３)を参照して下さい。 
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様式１ 
 
 

部位 工法・材料・機器 
ランク(Ａ) 

特に問題なし 

ランク(Ｂ) 

改善計画を要す 

ランク(Ｃ) 

改善を要す 
未確認 備考 

外部 

付属物 

□ 

冷 

却 

塔 

等 

□ｺﾝｸﾘｰﾄ 

基礎 

□外観に異常なし 
□基礎に亀裂･劣化が 

 ある 
□床固定不備で不安定 □ 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

□外観に異常なし 
□ﾅｯﾄの緩み、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

 の腐食･損傷がある 
□ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの欠落 □ 

 

 

 

 

 

 

 

□耐震 

 ｽﾄｯﾊﾟｰ 

□外観に異常なし □ｸﾘｱﾗﾝｽが大きい □耐震ｽﾄｯﾊﾟｰ無し □ 
 

 

 

 

 

 

 

□ 

空 

調 

用 

屋 
外 
機 

等 

□ｺﾝｸﾘｰﾄ 

基礎 

□外観に異常なし 
□基礎に亀裂･劣化が 

 ある 
□床固定不備で不安定 □ 

 

 

 

 

 

 

□ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

□外観に異常なし 
□ﾅｯﾄの緩み、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

 の腐食･損傷がある 
□ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの欠落 □ 

 

 

 

 

 

 

 

 □鋼製架台 □外観に異常なし 
□ﾅｯﾄの緩み、架台･ﾎﾞﾙ

 ﾄの腐食･損傷がある
□接続ﾎﾞﾙﾄの欠落 □ 

 

□ 屋上手摺 □外観に異常なし 
□手摺の腐食･損傷、基

礎に亀裂･劣化がある

□著しい腐食、基礎の割

れがある。 
□ 
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（３） 内部に面した壁面の点検                      様式１ 

（室名：     ） 

部位 工法・材料・機器 
ランク(Ａ) 

特に問題なし 

ランク(Ｂ) 

改善計画を要す 

ランク(Ｃ) 

改善を要す 
未確認 備考 

内壁面 

□ＰＣ板 

□セメント成形板 
□外観に異常なし 

□面内､面外に不揃い 

□破損､ひび割れがある
□(Ｂ)が著しい □ 

 

□ＡＬＣ版 □外観に異常なし 

□面内､面外に不揃い 

□部材にひび割れが 

発生している 

□目地にひび割れが 

発生している 

 

□(Ｂ)が著しい 

 

□ 

 

□石張り 

□タイル張り 

□モルタル塗り 

□外観に異常なし 

□剥離､浮き､ひび割れ

がある 

□目地に破損､ひび割れ

がある。 

□(Ｂ)が著しい □ 

 

□ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 

□ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ 
□外観に異常なし 

□目地､ﾌﾞﾛｯｸに 

ひび割れがある 

□ﾓﾙﾀﾙ充填不足がある。

□(Ｂ)が著しい □ 

 

□ボード類 

 による外装 
□外観に異常なし 

□面内､面外に不揃い 

□ひび割れ､破損がある

□釘､ﾋﾞｽの浮き､めり込

みがある。 

□(Ｂ)が著しい 

□下地の間隔が通常よ

りかなり大きい 

□ 

 

□ﾗｽｼｰﾄﾓﾙﾀﾙ 

□ﾗｽｼｰﾄﾌﾟﾗｽﾀｰ 
□外観に異常なし 

□ひび割れがある 

□ﾄﾞｱ周辺にひび割れが

ある 

□ｼｰﾄとﾓﾙﾀﾙが剥離して

いる 

□(Ｂ)が著しい 

□ 

 

□可動間仕切り □外観に異常なし □面内､面外に不揃い 

□天井ﾚｰﾙ､ﾌﾛｱﾚｰﾙが著

しく曲がっている 

□(Ｂ)が著しい 

□ 
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（４） 天井面の点検                           様式１ 

（室名：      ） 

部位 工法・材料・機器 
ランク(Ａ) 

特に問題なし 

ランク(Ｂ) 

改善計画を要す 

ランク(Ｃ) 

改善を要す 
未確認 備考 

天井 

□ﾓﾙﾀﾙ等の塗り材 □外観に異常なし 
□剥離､浮き､ひび割れ

がある。 
□(Ｂ)が著しい □ 

 

□ﾎﾞｰﾄﾞ(軽鉄下地) □異常なし 

□大規模天井(500㎡以

上)の場合でﾊﾝｶﾞｰ，

ｸﾘｯﾌﾟがﾋﾞｽ止め等で

補強されていない 

□大規模天井で折上げ

段差部の補強が脆弱

□天井が入り組んだ形

状になっている 

□天井と廻り縁が固定

されている 

□天井懐が150cm以上の

場合で、振れ止めﾋﾟｯﾁ

が180cm以下でない 

□吊ﾎﾞﾙﾄの間隔が90cm

より大きい 

□端部吊ﾎﾞﾙﾄの位置が

壁面より45cm以下で

ない 

□ﾋﾞｽ止めに浮き､めり

込みがある 

 

□大規模天井(500㎡以

上)の場合で壁面との

ｸﾘｱﾗﾝｽが無い 

□大規模天井で折上げ

段差部の補強がない 

□天井懐が150cm以上 

の場合で、振れ止めが

ない 

□吊ﾎﾞﾙﾄの間隔が90cm

よりかなり大きい 

□端部吊ﾎﾞﾙﾄの位置が

壁面よりかなり離れ

ている 

□照明器具等の開口補

強がない 

□ﾀﾞｸﾄ､空調機等が天井

下地材を利用して吊 

られている 

□ 

 

□ｼｽﾃﾑ天井 

□金属系他 
□異常なし 

□大規模天井(500㎡以

上)の場合でﾊﾝｶﾞｰ，

ｸﾘｯﾌﾟがﾋﾞｽ止め等で

補強されていない 

□大規模天井で折上げ

段差部の補強が脆弱

 

□天井が入り組んだ形

状になっている 

□天井と廻り縁が固定

されている 

□脱落防止金物が不備

□吊ﾎﾞﾙﾄの間隔が100×

165cmより大きい 

 

□端部吊ﾎﾞﾙﾄの位置が

壁面より60cm以下で

ない 

□Tﾊﾞｰのかかり代が小

さい 

 

 

 

□大規模天井(500㎡以

上)の場合で壁面との

ｸﾘｱﾗﾝｽが無い 

□大規模天井で折上げ

段差部の補強がない 

□脱落防止金物が無い 

□吊ﾎﾞﾙﾄの間隔が100×

165cmよりかなり大き

い 

□端部吊ﾎﾞﾙﾄの位置が

壁面よりかなり離れ

ている 

□Tﾊﾞｰのかかり代がか

なり小さい 

□照明器具等の開口補

強がない 

□ﾀﾞｸﾄ､空調機等が天井

下地材を利用して吊 

られている 

□ 

 

照明 

器具 

□吊り下げ形 

□直付け 

□埋込み 

□壁付け形 

□自動昇降式 

□異常なし 

□振れ止めが不備 

□止付ﾋﾞｽ､ﾅｯﾄの緩み等

がある 

□ｶﾊﾞｰ類の緩みがある

□振止めがない 

(吊り代１ｍ以上) 

□器具に吊ﾎﾞﾙﾄがない 

□取付金具の不備、 

腐食､割れがある 

□  

空調機 

ｽﾋﾟ-ｶｰ 

等 

□吊り下げ形 

□直付け 

□埋込み 

□壁付け形 

□異常なし 

□振れ止めが不備 

□止付ﾋﾞｽ､ﾅｯﾄの緩み等

がある 

□振止めがない 

□器具に吊ﾎﾞﾙﾄがない 

□取付金具の不備、 

腐食､割れがある 

□ 
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（５） その他                              様式１ 

（室名：      ） 

部位 工法・材料・機器 
ランク(Ａ) 

特に問題なし 

ランク(Ｂ) 

改善計画を要す 

ランク(Ｃ) 

改善を要す 
未確認 備考 

扉 
□扉(避難上必要な

もの) 

□耐震処置のあるもの □取り付け部に破損が

ある 

□開閉がスムーズで 

 ない 

 □

空調 

機器 

□床スラブへの 

固定 

□設置良し □固定支持不備 □床スラブヘの 

固定なし 

□

□ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ □ﾎﾞﾙﾄ固定良し □緩み､腐食､損傷 □ﾎﾞﾙﾄの欠落 □

□鋼製架台 □設置良し □緩み､腐食､損傷 □ﾎﾞﾙﾄの欠落 □

□耐震ｽﾄｯﾊﾟｰ □設置良し 口不安定 □耐震ｽﾄｯﾊﾟｰ無し □

□振止め（天吊） □固定良し □振止め材不備 □振止め材無し □

 

暖房 

器具 

□床スラブへの 

固定 

□固定良し □固定不備 □床スラブヘの 

固定なし 

□

□壁面への固定 □固定良し □固定不安定 □壁面への同定 

不十分 

□

備品 

□棚、ロッカー □転倒防止良し 
□転倒防止策はないが

 高さ1.2m未満 

□高さ1.2m以上で 

転倒防止策無し 

□
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□テレビ □天吊 

□棚置 

□止め金物良し □止め金物不備 口止め金物無し 

 (落下防止策無し) 

□

□ビアノ □転倒防止良し 
□ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾋﾟｱﾉで 

 滑り防止策無し 

□ｱｯﾌﾟﾗｲﾄﾋﾟｱﾉで 

転倒防止策無し 

□

□ﾊﾟｿｺﾝ機器類 □転倒防止良し □転倒防止不備 □転倒防止無し □

□薬品棚 □転倒防止良し 

□扉開放防止策良し 
□転倒防止不備 

□耐震ｽﾄｯﾊﾟｰ等扉開放

防止策が無い 

 

 

□転倒防止無し 

□扉が無い 

□ｶﾞﾗｽ扉で飛散防止策

が無い 

□扉が施錠出来ない 

□

□ｼｮｰｹｰｽ □転倒防止良し 

□扉開放防止策良し 
□転倒防止不備 

□耐震ｽﾄｯﾊﾟｰ等扉開放

防止策が無い 

□転倒防止無し 

□ｶﾞﾗｽ扉で飛散防止策

が無い 

□

□絵画等 □止め金具良し □止め金具が不備 □止め金具が脆弱 □ 

□ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾄﾞ □外観に異常なし □構成部材に腐食､破損

がある 

□取り付け部の腐食､破

損､ﾎﾞﾙﾄの緩みがある

□ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ支持部に 

ひび割れがある 

□取り付け部のﾎﾞﾙﾄの

はずれ､溶接のわれ 

がある 

□ 

□ 

 
□ □ □ □

□ 

 
□ □ □ □

□ 

 
□ □ □
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様式２

設備耐震（初回）点検表　　　　　建物名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　点検日：

　（安全確保を要する建物）
1. 「評価」欄 ： ○(問題なし)・△(注意要)・×(至急改修要)の３段階評価（特に△・×の場合には指摘事項を記入）

2. 点検時に、複数の機器（箇所）に対し、一台（箇所）でも不適があれば不適とする。不適数を”指摘内容項”に「正」等を利用して記入。

3. 耐震安全性の分類　：　乙類

　大地震動後の人命の安全確保、二次災害の防止を図る。

4. 耐震性能別分類

　イ　固定支持に関する事項

　ロ　本体強度に関する事項

　ハ　機能確保に　　　〃

　ニ　変位対応に　　　〃

　ホ　二次災害防止

　へ　その他

○地下階または1階

設備種類 設備部位 点検項目 評価 性能別

分類

基礎は構造躯体一体型となっている イ

アンカーボルトで堅固に固定されている イ

基礎のアンカーボルトのへり空き寸法は十分にとられている イ

デスク上の機器類に耐震措置がされている（ゴムマット，バント・取り付け金具等） イ

室構造等 室内に漏水のおそれのある配管が通っていない ホ

基礎は必要な強度・寸法がとれている（建築構造と一体が望ましい） イ

盤類が床または基礎にアンカーボルトで堅固に固定されている イ

指摘内容

受変電 機器・幹線

監視制御
設備

監視制御機器

1 / 4 

受変電室の幹線フレームパイプの頂部支持は直角2方向以上で壁に固定されている イ

変圧器がアンカーボルトで堅固に固定されているか耐震ストッパーが取り付けられている　 イ

室構造等 室内に漏水のおそれのある配管が通っていない　（２次災害防止） ホ

基礎は必要な強度・寸法がとれている（建築構造と一体が望ましい） イ

アンカーボルトで堅固に固定されている イ

発電装置に移動・転倒防止ストッパーが取り付けられている　 イ

天吊り消音器は地震時に過大な変位が生じないよう支持がしてある イ

配管 配管類に可とう継ぎ手を使用している ニ

室構造等 室内に漏水のおそれのある配管が通っていない ホ

床または基礎にアンカーボルト等で強固に固定されている イ

蓄電池電槽間に緩衛材が設けられている イ

管の支持間隔は２mとしている イ

プルボックスの支持は構造体に取り付けられている（具体的にした） イ

ケーブルラックの支持間隔は鋼製で２ｍ以下､アルミ製で１．５ｍ以下である イ

金属ダクトの支持間隔は３ｍ以下、バスダクトの支持間隔は６ｍ以下としている イ

（屋外で記載）エキスパンションジョイント部で層間変位に追従できる ニ

機器 床または基礎にアンカーボルトで堅固に固定されている イ

室構造等 室内に漏水のおそれのある配管が通っていない イ

機器 床または壁にアンカーボルトで堅固に固定されている イ

室構造等 堅固な床・壁・天井で防火区画されている ホ

機器 床または壁にアンカーボルトで堅固に固定されている イ

室構造等 室内に漏水のおそれのある配管が通っていない ホ

水槽の材質[　　　　　　　　]　容量[　　　　　　　　㍑]

水槽の耐震水平震度（Ks）の記入　[　　　　　　　　］　（乙類の重要機器で０.６，一般で０.４） ロ

基礎は構造躯体と一体化になっているか イ

床または基礎にアンカーボルト等で強固に固定されているか イ

受水槽
屋外にある場合で

もここに記入

受水槽設置個
所

地下／屋外
（どちらかに○）

受変電
設備

機器・幹線

機器

非常放送
設備

自家発電
設備

自動火災
報知設備

電力・通信
幹線設備

直流電源
設備

機器

配管・ケーブ
ルラック

構内交換
設備

1 / 4 



様式２

設備種類 設備部位 点検項目 評価 性能別

分類

基礎のアンカーボルトのヘリ空き寸法は十分に取られている イ

　　せん断の場合はc-d/2＞5cm,引き抜きの場合はＣ＞４ｄかつＣ-d/2＞５ｃｍ

　　Ｃ：へり空き寸法、ｄ：アンカーの直径

縦型槽類には躯体から頂部指示を取っている イ

水槽廻りの接続配管は固定され接続部が破断する恐れはないか ニ

ポンプ類の防振装置には水平方向のストッパーが取り付けられている イ

ポンプ接続配管には振れ止め又は耐震架台で躯体から強固に取りつけられている イ

給排水配管  引き込み配管 建物導入部の配管に可とう性のある施工が行われている ニ

基礎は構造躯体一体型となっている イ

槽類は床又は基礎にアンカーボルト等で強固に固定されている イ

基礎のアンカーボルトのへり空き寸法は十分にとられている　（受水槽の項参照） イ

架台の設計震度が明らかでかつ想定地震力を満足している イ

縦型の機器には躯体から頂部支持をとっている イ

その他 その他 ガス又は油を使用する機器に感震器連動の遮断弁が設けられている ホ

○屋上

設備種類 設備部位 点検項目 評価 性能別

分類

水槽の材質[　　　　　　　　]　容量[　　　　　　　　㍑]

水槽の耐震水平震度（Ks）の記入　[　　　　　　］　（乙類の需要機器1.5Ks以上が望ましい） イ

基礎は構造躯体と一体化になっているか イ

受水槽
屋外にある場合で

もここに記入

（つづき）

空調設備 槽類（蓄熱槽）

指摘内容

指摘内容
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設置個所 床または基礎にアンカーボルト等で強固に固定されているか イ

建物内／屋外 基礎のアンカーボルトのヘリ空き寸法は十分に取られている　（受水槽の項参照） イ

（どちらかに○） 縦型槽類には躯体から頂部指示を取っている イ

水槽廻りの接続配管は固定され接続部が破断する恐れはないか ニ

ポンプ類の防振装置には水平方向のストッパーが取り付けられている イ

ポンプ接続配管には振れ止め又は耐震架台で躯体から強固に取りつけられている イ

基礎は構造躯体一体型となっている イ

床又は基礎にアンカーボルト等で強固に固定されている イ

基礎のアンカーボルトのへり空き寸法は十分にとられている　（受水槽の項参照） イ

架台の設計震度が明らかでかつ想定地震力を満足している ロ

縦型の機器には躯体から頂部支持をとっている イ

○基準階

設備種類 設備部位 点検項目 評価 性能別

分類

最上階および3階ごとに１箇所以上耐震支持がされている(添付資料「耐震支持の例」参照) イ

各階ごとに耐震支持(振れ止め）がされている イ

エキスパン部を通過する配管は変位吸収継ぎ手が使われている ニ

横引き主管は堅固に固定されている イ

主管からの枝管取り出しは３クッションとなっている イ

配管のねじ接続部のサビの状態が強度に影響を与えないか ロ

分岐バルブおよび緊急遮断弁が操作しやすい位置にある ホ

基礎は構造躯体一体化となっている イ

床又は基礎にアンカーボルト等で強固に固定されている イ

基礎のアンカーボルトのへり空き寸法は十分に取られている　（受水槽の項参照） イ

防振装置には水平垂直方向のストッパーが取り付けられている イ

上記耐震ストッパーの強度が想定地震力を満足している（防震機器支持の場合） イ

冷却塔･熱源機
等

立て配管

建物
エキスパン部

給排水配管

空調機器類 床置機器

高置水槽

空調設備

指摘内容

2 / 4 



様式２

設備種類 設備部位 点検項目 評価 性能別

分類

縦型の機器には躯体から頂部支持をとっている イ

煙導と煙突の接合部はしっかりと固定されている イ

耐震振れ止めが効果的にされている イ

吊りボルトは十分な強度がある天井スラブ等に強固に固定されている イ

最上階及び3階ごとに１箇所以上耐震支持されている(添付資料「耐震支持の例」参照) イ

各階ごとに耐震支持（振止め）されている イ

配管の形鋼振れ止め支持が下記通りである。 イ

壁などの貫通部で振れが防止されている箇所はA種耐震支持と見なしてよい イ

分岐バルブ及び緊急遮断弁が操作しやすい位置にある ホ

エキスパンションジョイント部通過前後の横引配管の振れ止めがされている ニ

最下階及び３階ごとに１箇所以上耐震支持されている(添付資料「耐震支持の例」参照) イ

各階ごとに耐震支持（振れ止め）されている イ

ダクトの耐震支持（振れ止め）方法が下表通りである（周長1ｍ以下のダクトを除く） イ

その他 その他 ガス又は油を使用する機器に感震器連動の遮断弁が設けられている ホ

空調ダクト
類

立てダクト

横引きダクト

空調機器類
（つづき）

床置機器

立て配管

空調配管類

横引き配管

天吊機器

指摘内容

呼び径
分類

鋼管・鋳鉄管・
ステンレス管
ビニール管及び
ポリエチレン管
銅管 6ｍ以下 8ｍ以下 12ｍ以下

12ｍ以下8ｍ以下6ｍ以下

25～40 50～100 125～300

12ｍ以下8ｍ以下

設置場所 耐震支持方法
最上階
屋　上
塔　屋

２階以上
１　階

地下階

ダクトの支持間隔約１２ｍごとに１箇所、Ａ種耐震

支持あるいはＢ種耐震支持が設けられている。

吊り間隔3620以内で施されている。
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吊ボルトによる固定がされている イ

高天井はランプの落下防止がとられている イ

システム天井の場合、落下防止ワイヤーがある イ

○屋外

設備種類 設備部位 点検項目 評価 性能別

分類

床又は基礎にアンカーボルト等で強固に固定されている イ

基礎のアンカーボルトのへり空き寸法は十分にとられている イ

架台の設計震度が明らかでかつ想定地震力を満足している ロ

縦型の機器には躯体から頂部支持をとっている イ

電力引き込み柱の転倒防止対策が確実に行われている イ

ガス・給水・排水等の建築物導入部の配管に可とう性のある施工が行われている ニ

配管固定 壁部への配管固定は強固にされているか イ

その他 その他 ガス又は油を使用する機器に感震器連動の遮断弁が設けられている ホ

○その他（総合的な所見・上記項目にはない指摘事項など）

指摘内容

照明機是等
の機器類

天吊り機器

引込配管

機械設備
共通

槽類・熱源機・
その他機器

呼び径
分類

鋼管・鋳鉄管・
ステンレス管
ビニール管及び
ポリエチレン管
銅管 6ｍ以下 8ｍ以下 12ｍ以下

12ｍ以下8ｍ以下6ｍ以下

25～40 50～100 125～300

12ｍ以下8ｍ以下

設置場所 耐震支持方法
最上階
屋　上
塔　屋

２階以上
１　階

地下階

ダクトの支持間隔約１２ｍごとに１箇所、Ａ種耐震

支持あるいはＢ種耐震支持が設けられている。

吊り間隔3620以内で施されている。

3 / 4 



様式２

○点検結果のまとめ

該　　　当　　　項　　　目

総合評価 　　　特に問題無し。　　　　　　　　部分的な検討を要す。　　　　　　　　早急な対策が必要。　　　（左記の該当内容を、○で囲む。）

備　　考

（×）
至急改善要

（△）
注意要

4 / 4 4 / 4 



様式３

設備耐震（初回）点検表　　　　　建物名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　点検日：

　（安全確保および機能維持を要する建物）
1. 「評価」欄 ： ○(問題なし)・△(注意要)・×(至急改修要)の３段階評価（特に△・×の場合には指摘事項を記入）

2. 点検時に、複数の機器（箇所）に対し、一台（箇所）でも不適があれば不適とする。不適数を”指摘内容項”に「正」等を利用して記入。

3. 耐震安全性の分類　：　甲類

　大地震動後の人命の安全確保、二次災害の防止が図られていると共に、大きな補修をすることなく必要な設備機能を相当間継続できる。

4. 耐震性能別分類

　イ　固定支持に関する事項

　ロ　本体強度に関する事項

　ハ　機能確保に　　　〃

　ニ　変位対応に　　　〃

　ホ　二次災害防止

　へ　その他

○地下階

設備種類 設備部位 点検項目 評価 性能別

分類

基礎は構造躯体一体型となっている イ

アンカーボルト等で強固に固定されている イ

基礎のアンカーボルトのへり空き寸法は十分にとられている イ

重要系統の監視・制御設備はシステム構成などで危険分散化が図られている ハ

特に重要な系統の監視・制御設備は二重化等の信頼性向上が図られている ハ

機器類と配線の接続部は抜けない様に処置がとられている イ

デスク上の機器類に耐震措置がされている（ゴムマット，バント・取り付け金具等） イ

監視制御
設備

監視制御機器

指摘内容

1 / 6 

デ ク 機器類 耐震措置 され る（ ， 取り付 具等） イ

中央監視室の位置は地下階又は１階である ハ

中央監視室は堅固な床壁及び天井で防火区画されている ハ

入口等からの浸水防止の措置がとられている ハ

室内に漏水のおそれのある配管が通っていない ホ

基礎は必要な強度・寸法がとれている（建築構造が望ましい） イ

盤類が床または基礎にアンカーボルトで堅固に固定されている イ

変圧器がアンカーボルトで堅固に固定されているか耐震ストッパーが取り付けられている　 イ

二重化等システムの信頼性向上が図られている ハ

移動電源車の電源接続等が図られている ハ

室構造等 室内に漏水のおそれのある配管が通っていない ホ

基礎は必要な強度・寸法がとれている　（建築構造と一体が望ましい） イ

アンカーボルトで堅固に固定されている イ

発電装置に移動・転倒防止ストッパーが取り付けられている イ

天吊消音器は地震時に過大な変位が生じないよう支持がしてある イ

原動機及び燃料小出し槽への配管接続部には可とう継ぎ手を使用している ニ

空冷式、独立給排気等システムの自立化に配慮されている ハ

連続運転時間は1週間程度あるか ハ

最新の負荷容量で出力計算がされている ハ

Ｇ ＝ α・ＲＧ・Ｋ　　　　Ｇ ：発電機出力（ＫＶＡ）

　　　　　　　　　　　　 　α ：補正係数（１．１）

　　　　　　　　　　　　 　RG：発電機出力係数

                   　         Ｋ ：負荷出力合計

配管 配管類に可とう継ぎ手を使用している ニ

室構造等 室内に漏水のおそれのある配管が通っていない ホ

床または基礎にアンカーボルト等で堅固に固定されている イ

重心位置の高い機器は頂部で固定されている イ

容量は設定負荷（非常照明用）及び必要な負荷に対して十分確保されている ハ

室構造等

受変電設備
機器・幹線

自家発電
設備

機器
直流電源

設備

機器
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様式３

設備種類 設備部位 点検項目 評価 性能別

分類

管の支持間隔は2ｍとしている イ

プルボックスの支持は構造体に取り付けられている イ

ケーブルラックの支持間隔は鋼製で２ｍ以下、アルミ製で１．５ｍ以下である イ

接続ダクトの支持間隔は３ｍ以下、バスダクトの支持間隔は６ｍ以下としている イ

エキスﾊﾟﾝション部はケーブルにたるみを持たしている ニ

（屋外で記載）エキスパンジョイント部で相対変位に追随できる ニ

床または基礎にアンカーボルトで堅固に固定されている イ

二重化等システムの信頼性向上が図られている ホ

室構造等 室内に漏水のおそれのある配管が通っていない イ

機器 床または基礎にアンカーボルトで堅固に固定されている イ

室内に漏水のおそれのある配管が通っていない イ

大地震時のガイダンス画面や誤報への対策が取り込まれている ホ

機器 床または基礎にアンカーボルトで堅固に固定されている イ

室内に漏水のおそれのある配管が通っていない ホ

パニック防止のための自動放送機能等を装備している ホ

　（災害対策本部等） ハ

　飲料水受水槽容量が下式の計算値の10/7倍を満足している

①材質 　Ｑａ＝1/1000ｑａ{ｎ1・t1＋ｎ2（t2-t1）}

　　　　　　　 　ＱＴａ≧Ｑａ×10/7

　　Ｑａ：必要貯水量（ｍ³）

②容量 　　ｑａ：１人当たり１日使用量（＝4ℓ/人・日）

　　　　　　　ℓ 　　ｎ1：全職員数（人）

自動火災
報知設備

電力・通信
幹線設備

非常放送
設備

機器

配管・ケーブル
ラック

構内交換
設備

指摘内容

室構造等

室構造等

都市人口
（千人）
ｔ１（日） 1 1
ｔ2（日） 4 7

2000以下 2000超
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　　ｎ2：大地震動後災害応急対策活動を行う職員等の数（人）　ただし一般の建物はｎ2＝0

③耐震水平震度 　　ｔ1：大地震動後一般職員が施設を離れるまでの日数（日）

　　　　　　（Ks） 　　ｔ2：大地震動後外部からの給水が得られるまでの日数（日）

（１．０以上） 　（避難所） ハ

　Ｑａ＝1/1000ｑａ ｎ3・t3

　　ｎ3：非難者数，t3＝3～4(日)を用いる，ｑa＝3ℓ/人・日

病院は通常稼動している事が前提 ハ

貯水量が通常時1日使用量を超えていない ハ

給水本管のボールタップ又は定水位弁作動用電極棒の位置が十分な貯水量（満水
の70％程度）を確保できる位置となっている

ハ

飲料用受水槽が床上に設置されている へ

基礎は構造躯体と一体化になっている イ

床または基礎にアンカーボルト等で強固に固定されているか イ

基礎のアンカーボルトのヘリ空き寸法は十分に取られている イ

縦型槽類には躯体から頂部指示を取っている イ

水槽室内天井からの落下物に対する被害防止措置がなされている へ

水槽廻りの接続配管は固定され接続部にフレキシブルジョイント等が設けられているか イ

ポンプ類の防振装置には水平方向のストッパーが取り付けられている イ

ポンプ接続配管には振れ止め又は耐震架台で躯体から強固に取りつけられている イ

水槽の側面に水栓が設置されているか ハ

オーバープー管は水槽に固定されているか イ

揚水又は給水ポンプが発電機回路となっている. ハ

受水槽サクション側の揚水管又は給水管に地震感知連動遮断弁が設けられている ホ

重要室及び重要機器のある階の給水分岐管に感震器連動の緊急遮断弁が設けられている ホ

給水車が受水槽に水を補給するシステムになっているか（病院／避難所） ハ

 引き込み配管 建物導入部の配管に可とう性のある施工が行われている ニ

システム

受水槽
屋外にある場合で

もここに記入
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様式３

設備種類 設備部位 点検項目 評価 性能別

分類

排水槽容量が下式の計算値を満足している ハ

①排水槽の Ｑｄ＝1/1000〔ｑｂ{ｎ1・t1+ｎ2（t3－t1）}〕

ＱＴｄ≧Ｑｄ

Ｑｄ：必要排水槽容量（ｍ³）

②材質 ｑｂ：一人当たり一日使用量＝30（ℓ/人・日）

　　　　　　　 ｎ1：全職員数（人）

③容量 ｎ1：大地震動後災害応急対策活動を行う職員等の数（人）

　　　　　　　ℓ t1：大地震動後一般職員が施設を離れるまでの日数（日）（t1は飲料水に同じとする）

t3：放流又は排出が可能となるまでの日数（日）（t3＝7とする）

基礎は構造躯体と一体化になっているか イ

床または基礎にアンカーボルト等で強固に固定されているか イ

基礎のアンカーボルトのヘリ空き寸法は十分に取られている イ

縦型槽類には躯体から頂部指示を取っている イ

水槽室内天井からの落下物に対する被害防止措置がなされている イ

水槽廻りの接続配管は固定され接続部にフレキシブルジョイント等が設けられているか イ

ポンプ類の防振装置には水平方向のストッパーが取り付けられている イ

ポンプ接続配管には振れ止め又は耐震架台で躯体から強固に取りつけられている イ

水槽の側面に水栓が設置されているか ハ

オーバープー管は水槽に固定されているか イ

ポンプアップ排水系統が最低１系統以上ある ホ

配水管ポンプが発電機回路となっている ホ

 引き込み配管 建物導入部の配管に可とう性のある施工が行われている イ

有り／無し
（どちらかに○）

排水設備

システム

指摘内容
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雑用受水槽容量が下式の計算値の10/7を満足している ハ

①雑用水槽の Ｑｂ＝1/1000〔ｑｂ{ｎ1・ｔ1+ｎ2（ｔ2－ｔ1）+ｑｃ・ｔ2}〕

有り／無し
（どちらかに○）

ＱＴｂ≧Ｑｂ×10/7

　Ｑｂ：必要貯水量（ｍ³）

②材質 　ｑｂ：１人当たり１日使用＝30（ℓ/人・日）

　　　　　　　 　ｑｃ：重要設備システムの機能維持に必要な補給水1日使用量（ℓ/日）

③容量 　ｎ1：全職員数（人）

　　　　　　　ℓ 　ｎ2：大地震動後災害応急対策活動を行う職員等の数（人）

　ｔ1：大地震動後一般職員が施設を離れるまでの日数（日）

　ｔ2：大地震動後外部からの給水が得られるまでの日数（日）

給水本管のボールタップ又は定水位弁作動用電極棒の位置が十分な貯水量（満水
の70％程度）を確保できる位置となっている

ハ

別途に井戸が設けられており十分な水量が確保され非常電源により運転できる（上記以外） ハ

基礎は構造躯体と一体化になっているか イ

床または基礎にアンカーボルト等で強固に固定されているか イ

基礎のアンカーボルトのヘリ空き寸法は十分に取られている イ

縦型槽類には躯体から頂部指示を取っている イ

水槽室内天井からの落下物に対する被害防止措置がなされている イ

水槽廻りの接続配管は固定され接続部にフレキシブルジョイント等が設けられているか イ

ポンプ類の防振装置には水平方向のｽﾄｯﾊﾟｰが取り付けられている イ

ポンプ接続配管には振れ止め又は耐震架台で躯体から強固に取りつけられている イ

水槽の側面に水栓が設置されているか ハ

オーバープー管は水槽に固定されているか イ

揚水又は給水ポンプが発電機回路となっている. イ

受水槽サクション側の揚水管又は給水管に地震感知連動遮断弁が設けられている ハ

重要室及び重要機器のある階の給水分岐管に感震器連動の緊急遮断弁が設けられている ハ

井水ポンプが発電機回路となっている　（井水ポンプのある場合） へ

 引き込み配管 建物導入部の配管に可とう性のある施工が行われている ニ

雑用水槽
地下階にない場合

でもここに記入

システム

都市人口
（千人）
ｔ１（日） 1 1
ｔ2（日） 4 7

2000以下 2000超
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様式３

設備種類 設備部位 点検項目 評価 性能別

分類

基礎は構造躯体一体型となっている イ

槽類は床又は基礎にアンカーボルト等で強固に固定されている イ

基礎のアンカーボルトのへり空き寸法は十分にとられている イ

架台の設計震度が明らかでかつ想定地震力を満足している イ

縦型の機器には躯体から頂部支持をとっている イ

槽の設計震度が明らかでかつ想定地震力を満足している ロ

大地震動後も活動すべき重要用途室の空調が単独となっている ハ

大地震動後も熱供給すべき対象室の熱源エネルギー３日分の備蓄が確保されている ハ

熱源エネルギーが二重化されている ハ

重要用途室の空調機器が発電機回路となっている ハ

重要用途室・重要機器のある階の冷温水等分岐管に感震器連動の緊急遮断弁が設けられている ホ

熱源機器が建築物低層部に設置されている へ

その他 その他 ガス又は油を使用する機器に感震器連動の遮断弁が設けられている ホ

○屋上

設備種類 設備部位 点検項目 評価 性能別

分類

水槽の材質[　　　　　　　　]　容量[　　　　　　　　㍑]　（2.0Ksが望ましい）

水槽の耐震水平震度（Ks）の記入　[　　　　　　　］（乙類の需要機器1.5Ks以上が望ましい。） イ

設置個所 基礎は構造躯体と一体化になっているか イ

建物内／屋外 床または基礎にアンカーボルト等で強固に固定されているか イ

（どちらかに○） 基礎のアンカーボルトのヘリ空き寸法は十分に取られている　（受水槽の項参照） イ

縦型槽類には躯体から頂部指示を取 ている イ

指摘内容

槽類（蓄熱槽）

システム

空調設備

指摘内容
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縦型槽類には躯体から頂部指示を取っている イ

水槽廻りの接続配管は固定され接続部にフレキシブルジョイント等が設けられているか ニ

ポンプ類の防振装置には水平方向のストッパーが取り付けられている イ

ポンプ接続配管には振れ止め又は耐震架台で躯体から強固に取りつけられている イ

水槽の側面に水栓が設置されているか ハ

オーバープー管は水槽に固定されているか イ

飲料用受水槽が屋内設置となっている ハ

飲料用受水槽が床上に設置されている ハ

水位調整装置が所定の容量を維持出来るような位置にあるか ハ

水槽室内天井からの落下物に対する被害防止措置がなされている イ

基礎は構造躯体一体型となっている　（又は建築工事区分である） イ

床又は基礎にアンカーボルト等で強固に固定されている イ

基礎のアンカーボルトのへり空き寸法は十分にとられている　（受水槽の項参照） イ

架台の設計震度が明らかでかつ想定地震力を満足している イ

縦型の機器には躯体から頂部支持をとっている イ

○基準階

設備種類 設備部位 点検項目 評価 性能別

分類

最上階及び3階ごとに１箇所以上耐震支持されている　(添付資料「耐震支持の例」参照)

（耐震支持のみ（振れ止め）又は自重支持の兼用）
イ

各階ごとに耐震支持（振止め）されている イ

堅管要部に変位吸収継手が設けられている ニ

分岐バルブ緊急遮断弁が操作しやすい位置にある へ

システム

空調設備
冷却塔・熱源機
等

給排水配管

指摘内容

立て配管

高置水槽
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様式３

設備種類 設備部位 点検項目 評価 性能別

分類

エキスパン部を通過する配管は変位吸収継ぎ手が使われている ニ

水槽廻りの配管継ぎ手に可とう継ぎ手等がついている ニ

横引き主管は堅固に固定されているか イ

主管からの枝管取り出しは３クッションとなっているか イ

配管のねじ接続部のｻﾋﾞの状態が強度に影響を与えていない イ

分岐バルブおよび緊急遮断弁が操作しやすい位置にある へ

基礎は構造躯体一体化となっている イ

床又は基礎にアンカーボルト等で強固に固定されている イ

基礎のアンカーボルトのへり空き寸法は十分に取られている イ

防振装置には水平垂直方向のストッパーが取り付けられている イ

上記耐震ストッパーの強度が想定地震力を満足している（防震機器支持の場合） イ

縦型の機器には躯体から頂部支持をとっている イ

煙導と煙突の接合部はしっかりと固定されている イ

耐震振れ止めが効果的にされている イ

吊りボルトは十分な強度がある天井スラブ等に強固に固定されている イ

最上階及び3階ごとに１箇所以上耐震支持されている(添付資料「耐震支持の例」参照) イ

各階ごとに耐震支持（振止め）されている イ

堅管要部に変位吸収継手が設けられている ニ

分岐バルブ緊急遮断弁が操作しやすい位置にある へ

配管の形鋼振れ止め支持が下記通りである。 イ

空調機器類

床置機器

給排水配管
（つづき）

立て配管

建物
エキスパン部

天吊機器

指摘内容

呼び径
分類

鋼管・鋳鉄管・
ステンレス管
ビニール管及び
ポリエチレン管
銅管 6ｍ以下 8ｍ以下 12ｍ以下

12ｍ以下8ｍ以下6ｍ以下

25～40 50～100 125～300

12ｍ以下8ｍ以下

設置場所 耐震支持方法
最上階
屋　上
塔　屋

２階以上
１　階

地下階

ダクトの支持間隔約１２ｍごとに１箇所、Ａ種耐震

支持あるいはＢ種耐震支持が設けられている。

吊り間隔3620以内で施されている。
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自重支持の３倍以内
壁などの貫通部で振れが防止されている箇所はA種耐震支持と見なしてよい

イ

分岐バルブ及び緊急遮断弁が操作しやすい位置にある へ

漏水のおそれのある配管が重要用途室及び重要機器のある部屋を通っていない ホ

エキスパンションジョイント部を通過する配管な次の計算値を吸収する有効な変位吸
収継手がxｙ両方向に対して設けられている

ニ

　δ＝2R/h

　h：配管の通過する部分の地上高さ（ｍ）

　R：層間変形角（鉄骨：1/100，鉄骨鉄筋コンクリート造：1/200，鉄筋コンクリート造：1/200）

エキスパンションジョイント部通過前後の横引配管の振れ止めがされている イ

防振支持機器や本体がぜい性材で構成された機器の配管接続部に変位吸収継手が
設けられている

ニ

接続配管の振れ止めがされている イ

最下階及び3階ごとに1箇所以上耐震支持されている　(添付資料「耐震支持の例」参照) イ

各階ごとに耐震支持（振れ止め）されている イ

ダクトの耐震支持（振れ止め）方法が下表通りである（周長1ｍ以下のダクトを除く） イ

防振支持機器ダクト接続部に変位吸収継手が設けられている ニ

接続ダクトの振れ止めがされている イ

吊ボルトによる固定がされている イ

高天井はランプの落下防止がとられている イ

システム天井の場合、落下防止ワイヤーがある イ

天吊り機器

エキスパンション

部

の配管

機器接続配管

横引き配管

空調配管

照明機是等
の機器類

立てダクト

空調ダクト
類

機器接続ダクト

横引きダクト

呼び径
分類

鋼管・鋳鉄管・
ステンレス管
ビニール管及び
ポリエチレン管
銅管 6ｍ以下 8ｍ以下 12ｍ以下

12ｍ以下8ｍ以下6ｍ以下

25～40 50～100 125～300

12ｍ以下8ｍ以下

設置場所 耐震支持方法
最上階
屋　上
塔　屋

２階以上
１　階

地下階

ダクトの支持間隔約１２ｍごとに１箇所、Ａ種耐震

支持あるいはＢ種耐震支持が設けられている。

吊り間隔3620以内で施されている。

5 / 6 



様式３

○屋外

設備種類 設備部位 点検項目 評価 性能別

分類

床又は基礎にアンカーボルト等で強固に固定されている イ

基礎のアンカーボルトのへり空き寸法は十分にとられている イ

架台の設計震度が明らかでかつ想定地震力を満足している イ

縦型の機器には躯体から頂部支持をとっている イ

地盤の良好な場所で引込まれている イ

建築物導入部の配管に可とう性のある施工が行われている（水道・ガス等） ニ

配管固定 壁部への配管固定は強固にされているか イ

その他 その他 ガス又は油を使用する機器に感震器連動の遮断弁が設けられている ニ

○その他（総合的な所見・上記項目にはない指摘事項など）

○点検結果のまとめ

槽類・熱源機・
その他機器

指摘内容

機械設備
共通

引込配管

6 / 6 

該　　　当　　　項　　　目

総合評価 　　　特に問題無し。　　　　　　　　部分的な検討を要す。　　　　　　　　早急な対策が必要。　　　（左記の該当内容を、○で囲む。）

備　　考

(×）
至急改善要

(△）
注意要

6 / 6 



様式４

設備耐震（定期）点検表　　　　　建物名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　点検日：

1. 「評価」欄 ： ○(問題なし)・△(注意要)・×(至急改修要)の３段階評価（特に△・×の場合には指摘事項を記入）

2. 点検時に、複数の機器（箇所）に対し、一台（箇所）でも不適があれば不適とする。不適数を”指摘内容項”に「正」等を利用して記入

○地下階

設備種類 設備部位 点検項目 評価 指摘内容

監視制御
設備

機器 アンカーボルトに著しい変形や腐食がない

アンカーボルトに著しい変形や腐食がない

基礎コンクリートにひび割れ破損等が生じていない

壁つなぎ材背面支持材に折損や腐食がない

変圧器の防振ゴム又はばね・耐震ストッパーに変形損傷が見受けられない　

アンカーボルトに著しい変形や腐食がない

基礎コンクリートのひび割れ破損等生じている

発電装置の防振ゴム又はばね・耐震ストッパーに変形損傷が見受けられない　

槽類の据付け用架台が著しく腐食していない

アンカーボルトに著しい変形や腐食がない

据付型蓄電池の架台の腐食が著しくない

アンカーボルト支持材に折損や腐食がない

建物引込部エキスパンジョイント部で相対変位に追随できる　

構内交換
設備

機器 アンカーボルトに著しい変形や腐食がない

自動火災
報知設備

機器 アンカーボルトに著しい変形や腐食がない

非常放送
設備

機器 アンカーボルトに著しい変形や腐食がない

基礎コンクリートにひび割れ破損等が生じていない

架台に変形又は著しい腐食がない

アンカーボルトの変形や腐食は著しくない

槽本体を構成するボルト補強材の腐食は著しくない

アンカーボルトの変形や腐食は著しくない

基礎コンクリートにひび割れ破損等が生じていない

配管類 配管ねじ接合部のさびの状態が強度に影響を与えない

○屋上

設備種類 設備部位 点検項目 評価 指摘内容

基礎コンクリートにひび割れ破損等が生じていない

架台に変形又は著しい腐食がない

アンカーボルトの変形や腐食は著しくない

槽本体を構成するボルト補強材の腐食は著しくない

○基準階

設備種類 設備部位 点検項目 評価 指摘内容

基礎コンクリートにひび割れ破損等が生じていない

架台に変形又は著しい腐食がない

アンカーボルトの変形や腐食は著しくない

槽本体を構成するボルト補強材の腐食は著しくない

配管類 配管ねじ接合部のさびの状態が強度に影響を与えない

アンカーボルトの変形や腐食は著しくない

機器固定部のコンクリートにひび割れ破損等生じていない
厨房設備

自家発電
設備

直流電源
設備

配管・ケーブ
ルラック

受変電設備

機械設備
共通

槽類・熱源機・
その他機器

ポンプ

電力・通信
幹線設備

機械設備
共通

機械設備
共通

機器

機器

機器

機器類

槽類・熱源機・
その他機器

槽類・熱源機・
その他機器

1／2



様式４

○屋外

設備種類 設備部位 点検項目 評価 指摘内容

基礎コンクリートにひび割れ破損等が生じていない

架台に変形又は著しい腐食がない

アンカーボルトの変形や腐食は著しくない

槽本体を構成するボルト補強材の腐食は著しくない

アンカーボルトの変形や腐食は著しくない

基礎コンクリートにひび割れ破損等が生じていない

配管類 配管ねじ接合部のさびの状態が強度に影響を与えない

○その他（総合的な所見・上記項目にはない指摘事項など）

○点検結果のまとめ

備　　考

注意要

至急改善要

総合評価 　　　特に問題無し。　　　　　　　　部分的な検討を要す。　　　　　　　　早急な対策が必要。　　　（左記の該当内容を、○で囲む。）

機械設備
共通

該　　　当　　　項　　　目

槽類・熱源機・
その他機器

ポンプ

2／2



添付資料　１

耐震支持

　1．横引配管・ダクト・電気配線

1） 耐震支持の種類は次に示すＳＡ種，Ａ種，Ｂ種類とする。

　ＳＡ種，Ａ種耐震支持は、地震時に支持材に作用する引張力，圧縮力，曲げモーメントに、それぞれ

対応した部材を選定して構成されているもの。

　Ｂ種耐震支持は、地震力により支持材に作用する圧縮力を自重による引張力と相殺させることにより、

吊材，振止斜材が引張材（鉄筋，フラットバー等）のみで構成されているもの。

　表-1に配管の耐震支持の例を示すダクト，電気配線は、これに準ずるものとする。

　ＳＡ種，Ａ種耐震支持の部材の目安は、「建築設備耐震設計・施工指針｣(2005年版以降)，

日本建築センター発行）の「第５章 付録」に示す選定例を参照。

表-1　耐震支持の適用



添付資料　２

2） 横引配管パターン

・Ａ種，ＳＡ種

・Ｂ種

ＮＯ.1 ＮＯ.2 ＮＯ.3 ＮＯ.4

ＮＯ.5 ＮＯ.6 ＮＯ.7 ＮＯ.8

Ｂ種

3） 天吊りダクト

・Ａ種，ＳＡ種 ・Ｂ種



添付資料　３

　2．立て配管

　3．機器設備

タイプ　Ｎｏ．１ タイプ　Ｎｏ．2 立面

移動防止型耐震ストッパ 移動・転倒防止型耐震ストッパ



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第３部 様式記入例 
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１.非構造部材の耐震点検集計表  記入例                様式１ 

 ・点検建物  ○○ビル 
 ・調査日   平成○○年○月○○日 
 判定結果 

・耐震点検表はチェックリスト形式で判定はＡ､Ｂ､Ｃの３ランクです。 
・ランクＡ､Ｂがある場合は下記に従い必要な措置をとって下さい。 

判定ランク ランク(Ａ) ランク(Ｂ) ランク(Ｃ) 

判定結果 落下の危険性が少ない 落下の危険性がある 落下の危険性が大きい 

必要とされる措置 

 

現状のままで特に問題は

ないと考えられます。 

早い機会に詳細調査を実

施するあるいは劣化箇所

を補修する必要があると

考えられます。 

早急に補修あるいは解体

撤去、交換を行う必要が

あると考えられます。 

また場合によっては応急

措置も考慮すべきと考え

らえます。 

 

部位 
ランク(Ａ) 
特に問題なし 

ランク(Ｂ) 
改善計画を要す 

ランク(Ｃ) 
改善を要す 

外壁面 

タイル張（ 南面外壁） 

ガラス窓 

 

タイル張（２階西面扉周り） 

 

 

 

 

外部付属物 

PH屋上高置水槽(ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎、

鋼製架台・本体強度) 

 

PH屋上高置水槽アンカーボル

トの余長不足 

 

屋上手摺の著しい錆、基礎の割

れ 

 

内壁面 

石張 

タイル張 

ボード類による外装 

 

 

 

 

天井面 

ボード（軽鉄下地） 

照明器具（埋込） 

スピーカー等（壁付け） 

照明器具カバーの緩み（大会議

室） 

 

 

その他 絵画   

 

総合評価 特に問題なし。 改善計画を要するものがある。 早急に改善を要するものがある。 

 

 

 

 

 

所  見 
 
(総合的な所見･ 

項目にない指摘 

事項含む) 

 

 

 
・２階西面外壁扉周りのタイルに浮き・剥離。 
・ＰＨ屋上高置水槽のアンカーボルトで、１本余長不足。 
・屋上鋼製手摺柱脚の錆が著しく、断面欠損。 
・３階大会議室の天井照明器具カバー(ルーバー)の緩み。 
 
 
屋上手摺は著しく錆びており基礎の割れもあることから、早急に改善する必要があると判断さ

れる。 
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２.建物概要                              様式１ 

 
建物名称 ○○ビル 

所在地 ○○県○○市○○ ○－○－○ 

用途 １階店舗・２～３階事務所 

竣工年月 １９７０年８月 

構造種別 ■ＲＣ □Ｓ □ＳＲＣ 

規模 

階数 地上３階、塔屋１階 

延べ床面積 2,000 ㎡ 

高さ 11.5ｍ 

配置図 

・建物と道路境界･隣地境界の関係を記入してください。手書き、スケッチ程度でも構いません。 
外壁･外部付属物等の点検位置を記入してください。 

点検対象建物 

公道 

公
道

 

▲外壁の点検 

（南面外部） 

▼
外
壁
の
点
検
 

（
西
面
外
部
）
 

1 階ホール  

3 階大会議室 
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３.耐震点検表                             様式１ 

（１） 外壁面の点検 

（対象面：南・西外部面 ） 

部位 工法・材料・機器
ランク(Ａ) 

特に問題なし 

ランク(Ｂ) 

改善計画を要す 

ランク(Ｃ) 

改善を要す 
未確認 備考 

外壁面 

□ＰＣｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ 

□金属製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ 

□セメント成形版 

□外観に異常なし 

□面内､面外に不揃い 

□破損､ひび割れがある

□錆水の流出がある。

□(Ｂ)が著しい □

 

□ＡＬＣ版 □外観に異常なし 

□面内､面外に不揃い 

□目地にひび割れが 

発生している 

□ひび割れが 

発生している 

□(Ｂ)が著しい 

□

 

□石張り 

■タイル張り 

□モルタル塗り 

■外観に異常なし 

■剥離､浮き､ひび割れ

がある 

□目地に破損､ひび割れ

ｴﾌﾛｴｯｾﾝｽ､錆水の流出

がある。 

□(Ｂ)が著しい □

２階西面

扉周りに

剥離･浮き

がある。

写真1 

□コンクリート 

 打放し 
□外観に異常なし 

□鉄筋の露出､錆水の流

出がある 

□剥離､浮き､ひび割れ

がある。 

□(Ｂ)が著しい □

 

□ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 

□ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ 
□外観に異常なし 

□目地､ﾌﾞﾛｯｸに 

ひび割れがある 

□ﾓﾙﾀﾙ充填不足がある。

□(Ｂ)が著しい □

 

□ボード類 

 による外装 
□外観に異常なし 

□面内､面外に不揃い 

□ひび割れがある 

□釘､ﾋﾞｽの浮き､めり込

みがある。 

□(Ｂ)が著しい □

 

■ガラス窓 

□FIXｶﾞｽｹｯﾄ止め 

□引違いｶﾞｽｹｯﾄ止め 

■弾性ｼｰﾘﾝｸﾞ 

□引違い硬化性ﾊﾟﾃ止め

 （網入りガラス） 

□FIX硬化性ﾊﾟﾃ止め 

□引違い硬化性ﾊﾟﾃ止め 
■

写真2,3

□瓦屋根 
□外観に異常がなく、

 漏水もない 

 

□屋根からの漏水が 

ある 

 

□破損･ズレがある 

□不陸がある 
□

 

 
ランク(Ｂ)がある場合は出来る限り下記のやや詳細な調査を行い、該当するものがあればランク(Ｃ)とし

て下さい。 
工法・材料・機器 点検項目 未確認 備考 

□ＰＣｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ 

□金属製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ 

□セメント成形版 

□ﾙｰｽﾞﾎｰﾙにｱﾝｶｰが無い等、ﾌｧｽﾅｰの施工が不適切 

□ﾌｧｽﾅｰの発錆が著しい 

□ﾌｧｽﾅｰ取り付け部の梁が変形している 

□ＰＣ目地部が弾性ｼｰﾘﾝｸﾞでない 

□ 
 

□ＡＬＣ版 

□目地のひび割れが大きく、貫通している 

□版欠き込み部、開口廻りがﾌﾗｯﾄﾊﾞｰ､山形鋼等で適切に補強されていない 

□接合部目地が充填用ﾓﾙﾀﾙで充填されていない 

□取り付け用金物が溶接等で堅固に接合されていない又は発錆が著しい 

□版厚程度以上の不揃いがある 

□ 

 

□石張り 

■タイル張り 

□モルタル塗り 

■打音法､又は剥離検知機により、開口部廻り､ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ､建物出隅部､問題のあると

思われる部分の調査を行う。調査の結果、剥離､浮きが認められる □ 
２階西面

扉周り 

□コンクリート 

 打放し 

□ひび割れ幅は１mm以上ある 

□雨水の浸入等による使用上の障害がある 
□  

□ボード類による 

 による外装 

□下地の間隔が通常の場合よりかなり大きい 

□複数のボードが破損している。 
□  
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（２） 外部付属物の点検                         様式１ 

（対象面：南・西面  ） 
（対象階：屋上    ） 

部位 工法・材料・機器
ランク(Ａ) 

特に問題なし 

ランク(Ｂ) 

改善計画を要す 

ランク(Ｃ) 

改善を要す 
未確認 備考 

外部 

付属物 

■屋上煙突 ■外観に異常なし 
□緊結金物等が腐食  

している 

□ひび割れ､破損､傾き

がある 

□支持部のﾎﾞﾙﾄの緩み､

はずれ､腐食等がある 

□ 

ＲＣ造 

□広告塔 

□そで看板 

■ﾊﾟﾗﾎﾞﾗｱﾝﾃﾅ 

■外観に異常なし 

□構成部材に腐食､破損

がある 

□取り付け部の腐食､破

損､ﾎﾞﾙﾄの緩みがある

□ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ支持部に 

ひび割れがある 

□取り付け部のﾎﾞﾙﾄの

はずれ､溶接のわれ 

がある 

□ 

 

□ｳｲﾝﾄﾞｳ型ｸｰﾗｰ等 □外観に異常なし 

□吊金具､架台に腐食､

破損がある 

□取り付け部の腐食､破

損､ﾎﾞﾙﾄの緩みがある

 

□吊金具､架台の腐食､

破損が著しい 

□取り付け部の腐食､破

損が著しい ﾎﾞﾙﾄの

はずれがある 

□ 

 

■ 

高
置
水
槽 

等 

■ｺﾝｸﾘｰﾄ 

基礎 

■外観に異常なし 
□基礎に亀裂･劣化が 

 ある 
□床固定不備で不安定 □ 

 

 

 

 

 

 

■ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

□外観に異常なし 
■ﾅｯﾄの緩み、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

 の腐食･損傷がある 
□ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの欠落 □ 

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

に余長不

足がある

写真4,5 
 

 

 

 

 

 

■鋼製架台

■外観に異常なし 
□ﾅｯﾄの緩み、架台･ﾎﾞﾙ

 ﾄの腐食･損傷がある
□接続ﾎﾞﾙﾄの欠落 □ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■耐震強度1.0Ｇ以上 □耐震強度不明 □耐震強度1.0Ｇ未満 □ 
 
 

 

 

 

 

 

■本体強度

(機器仕様の

確認) 

  

・落下危険性の観点からのみランク付けしたものです。 

 設備機能維持に関する点検は、設備耐震点検表(様式３)を参照して下さい。 
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様式１ 
 
 

部位 工法・材料・機器
ランク(Ａ) 

特に問題なし 

ランク(Ｂ) 

改善計画を要す 

ランク(Ｃ) 

改善を要す 
未確認 備考 

外部 

付属物 

□ 

冷 

却 

塔 

等 

□ｺﾝｸﾘｰﾄ 

基礎 

□外観に異常なし 
□基礎に亀裂･劣化が 

 ある 
□床固定不備で不安定 □ 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

□外観に異常なし 
□ﾅｯﾄの緩み、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

 の腐食･損傷がある 
□ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの欠落 □ 

 

 

 

 

 

 

 

□耐震 

 ｽﾄｯﾊﾟｰ 

□外観に異常なし □ｸﾘｱﾗﾝｽが大きい □耐震ｽﾄｯﾊﾟｰ無し □ 
 

 

 

 

 

 

 

□ 

空 

調 

用 

屋 
外 
機 

等 

□ｺﾝｸﾘｰﾄ 

基礎 

□外観に異常なし 
□基礎に亀裂･劣化が 

 ある 
□床固定不備で不安定 □ 

 

 

 

 

 

 

□ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

□外観に異常なし 
□ﾅｯﾄの緩み、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

 の腐食･損傷がある 
□ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの欠落 □ 

 

 

 

 

 

 

 

 □鋼製架台 □外観に異常なし 
□ﾅｯﾄの緩み、架台･ﾎﾞﾙ

 ﾄの腐食･損傷がある
□接続ﾎﾞﾙﾄの欠落 □ 

 

■ 屋上手摺 □外観に異常なし 
□手摺の腐食･損傷、基

礎に亀裂･劣化がある

■著しい腐食、基礎の割

れがある。 
□ 

写真6 
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（３） 内部に面した壁面の点検                      様式１ 

（室名：１階ホール） 

部位 工法・材料・機器
ランク(Ａ) 

特に問題なし 

ランク(Ｂ) 

改善計画を要す 

ランク(Ｃ) 

改善を要す 
未確認 備考 

内壁面 

□ＰＣ板 

□セメント成形版 
□外観に異常なし 

□面内､面外に不揃い 

□破損､ひび割れがある
□(Ｂ)が著しい □ 

 

□ＡＬＣ版 □外観に異常なし 

□面内､面外に不揃い 

□部材にひび割れが 

発生している 

□目地にひび割れが 

発生している 

 

□(Ｂ)が著しい 

 

□ 

 

■石張り 

■タイル張り 

■モルタル塗り 

■外観に異常なし 

□剥離､浮き､ひび割れ

がある 

□目地に破損､ひび割れ

がある。 

□(Ｂ)が著しい □ 

 

□ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 

□ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ 
□外観に異常なし 

□目地､ﾌﾞﾛｯｸに 

ひび割れがある 

□ﾓﾙﾀﾙ充填不足がある。

□(Ｂ)が著しい □ 

 

■ボード類 

 による外装 
■外観に異常なし 

□面内､面外に不揃い 

□ひび割れ､破損がある

□釘､ﾋﾞｽの浮き､めり込

みがある。 

□(Ｂ)が著しい 

□下地の間隔が通常よ

りかなり大きい 

□ 

 

□ﾗｽｼｰﾄﾓﾙﾀﾙ 

□ﾗｽｼｰﾄﾌﾟﾗｽﾀｰ 
□外観に異常なし 

□ひび割れがある 

□ﾄﾞｱ周辺にひび割れが

ある 

□ｼｰﾄとﾓﾙﾀﾙが剥離して

いる 

□(Ｂ)が著しい 

□ 

 

□可動間仕切り □外観に異常なし □面内､面外に不揃い 

□天井ﾚｰﾙ､ﾌﾛｱﾚｰﾙが著

しく曲がっている 

□(Ｂ)が著しい 

□ 

 

 
（室名：３階大会議室） 

部位 工法・材料・機器
ランク(Ａ) 

特に問題なし 

ランク(Ｂ) 

改善計画を要す 

ランク(Ｃ) 

改善を要す 
未確認 備考 

内壁面 

□ＰＣ板 

□セメント成形版 
□外観に異常なし 

□面内､面外に不揃い 

□破損､ひび割れがある
□(Ｂ)が著しい □ 

 

□ＡＬＣ版 □外観に異常なし 

□面内､面外に不揃い 

□部材にひび割れが 

発生している 

□目地にひび割れが 

発生している 

 

□(Ｂ)が著しい 

 

□ 

 

□石張り 

□タイル張り 

□モルタル塗り 

□外観に異常なし 

□剥離､浮き､ひび割れ

がある 

□目地に破損､ひび割れ

がある。 

□(Ｂ)が著しい □ 

 

□ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 

□ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ 
□外観に異常なし 

□目地､ﾌﾞﾛｯｸに 

ひび割れがある 

□ﾓﾙﾀﾙ充填不足がある。

□(Ｂ)が著しい □ 

 

■ボード類 

 による外装 
■外観に異常なし 

□面内､面外に不揃い 

□ひび割れ､破損がある

□釘､ﾋﾞｽの浮き､めり込

みがある。 

□(Ｂ)が著しい 

□下地の間隔が通常よ

りかなり大きい 

□ 

 

□ﾗｽｼｰﾄﾓﾙﾀﾙ 

□ﾗｽｼｰﾄﾌﾟﾗｽﾀｰ 
□外観に異常なし 

□ひび割れがある 

□ﾄﾞｱ周辺にひび割れが

ある 

□ｼｰﾄとﾓﾙﾀﾙが剥離して

いる 

□(Ｂ)が著しい 

□ 

 

□可動間仕切り □外観に異常なし □面内､面外に不揃い 

□天井ﾚｰﾙ､ﾌﾛｱﾚｰﾙが著

しく曲がっている 

□(Ｂ)が著しい 

□ 
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（４） 天井面の点検                           様式１ 

（室名：１階ホール ） 

部位 工法・材料・機器
ランク(Ａ) 

特に問題なし 

ランク(Ｂ) 

改善計画を要す 

ランク(Ｃ) 

改善を要す 
未確認 備考 

天井 

□ﾓﾙﾀﾙ等の塗り材 □外観に異常なし 
□剥離､浮き､ひび割れ

がある。 
□(Ｂ)が著しい □ 

 

■ﾎﾞｰﾄﾞ(軽鉄下地) ■異常なし 

□大規模天井(500㎡以

上)の場合でﾊﾝｶﾞｰ，ｸﾘ

ｯﾌﾟがﾋﾞｽ止め等で補

強されていない 

□大規模天井で折上げ

段差部の補強が脆弱

□天井が入り組んだ形

状になっている 

□天井と廻り縁が固定

されている 

□天井懐が150cm以上の

場合で、振れ止めﾋﾟｯﾁ

が180cm以下でない 

□吊ﾎﾞﾙﾄの間隔が90cm

より大きい 

□端部吊ﾎﾞﾙﾄの位置が

壁面より45cm以下で

ない 

□ﾋﾞｽ止めに浮き､めり

込みがある 

 

□大規模天井(500㎡以

上)の場合で壁面との

ｸﾘｱﾗﾝｽが無い 

□大規模天井で折上げ

段差部の補強がない 

□天井懐が150cm以上 

の場合で、振れ止めが

ない 

□吊ﾎﾞﾙﾄの間隔が90cm

よりかなり大きい 

□端部吊ﾎﾞﾙﾄの位置が

壁面よりかなり離れ

ている 

□照明器具等の開口補

強がない 

□ﾀﾞｸﾄ､空調機等が天井

下地材を利用して吊 

られている 

□ 

 

□ｼｽﾃﾑ天井 

□金属系他 
□異常なし 

□大規模天井(500㎡以

上)の場合でﾊﾝｶﾞｰ，ｸﾘ

ｯﾌﾟがﾋﾞｽ止め等で補

強されていない 

□大規模天井で折上げ

段差部の補強が脆弱

□天井が入り組んだ形

状になっている 

□天井と廻り縁が固定

されている 

□脱落防止金物が不備

□吊ﾎﾞﾙﾄの間隔が100×

165cmより大きい 

 

□端部吊ﾎﾞﾙﾄの位置が

壁面より60cm以下で

ない 

□Tﾊﾞｰのかかり代が小

さい 

 

 

 

□大規模天井(500㎡以

上)の場合で壁面との

ｸﾘｱﾗﾝｽが無い 

□大規模天井で折上げ

段差部の補強がない 

□脱落防止金物が無い 

□吊ﾎﾞﾙﾄの間隔が100×

165cmよりかなり大き

い 

□端部吊ﾎﾞﾙﾄの位置が

壁面よりかなり離れ

ている 

□Tﾊﾞｰのかかり代がか

なり小さい 

□照明器具等の開口補

強がない 

□ﾀﾞｸﾄ､空調機等が天井

下地材を利用して吊 

られている 

□ 

 

照明 

器具 

□吊り下げ形 

□直付け 

■埋込み 

□壁付け形 

□自動昇降式 

■異常なし 

□振れ止めが不備 

□止付ﾋﾞｽ､ﾅｯﾄの緩み等

がある 

□ｶﾊﾞｰ類の緩みがある

□振止めがない 

(吊り代１ｍ以上) 

□器具に吊ﾎﾞﾙﾄがない 

□取付金具の不備、 

腐食､割れがある 

□ 写真 7 

空調機 

ｽﾋﾟ-ｶｰ 

等 

□吊り下げ形 

□直付け 

□埋込み 

□壁付け形 

□異常なし 

□振れ止めが不備 

□止付ﾋﾞｽ､ﾅｯﾄの緩み等

がある 

□振止めがない 

□器具に吊ﾎﾞﾙﾄがない 

□取付金具の不備、 

腐食､割れがある 

□ 
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（室名：３階大会議室 ） 

部位 工法・材料・機器
ランク(Ａ) 

特に問題なし 

ランク(Ｂ) 

改善計画を要す 

ランク(Ｃ) 

改善を要す 
未確認 備考 

天井 

□ﾓﾙﾀﾙ等の塗り材 □外観に異常なし 
□剥離､浮き､ひび割れ

がある。 
□(Ｂ)が著しい □ 

 

■ﾎﾞｰﾄﾞ(軽鉄下地) ■異常なし 

□大規模天井(500㎡以

上)の場合でﾊﾝｶﾞｰ，ｸﾘ

ｯﾌﾟがﾋﾞｽ止め等で補

強されていない 

□大規模天井で折上げ

段差部の補強が脆弱

□天井が入り組んだ形

状になっている 

□天井と廻り縁が固定

されている 

□天井懐が150cm以上の

場合で、振れ止めﾋﾟｯﾁ

が180cm以下でない 

□吊ﾎﾞﾙﾄの間隔が90cm

より大きい 

□端部吊ﾎﾞﾙﾄの位置が

壁面より45cm以下で

ない 

□ﾋﾞｽ止めに浮き､めり

込みがある 

 

□大規模天井(500㎡以

上)の場合で壁面との

ｸﾘｱﾗﾝｽが無い 

□大規模天井で折上げ

段差部の補強がない 

□天井懐が150cm以上 

の場合で、振れ止めが

ない 

□吊ﾎﾞﾙﾄの間隔が90cm

よりかなり大きい 

□端部吊ﾎﾞﾙﾄの位置が

壁面よりかなり離れ

ている 

□照明器具等の開口補

強がない 

□ﾀﾞｸﾄ､空調機等が天井

下地材を利用して吊 

られている 

□ 

 

□ｼｽﾃﾑ天井 

□金属系他 
□異常なし 

□大規模天井(500㎡以

上)の場合でﾊﾝｶﾞｰ，ｸﾘ

ｯﾌﾟがﾋﾞｽ止め等で補

強されていない 

□大規模天井で折上げ

段差部の補強が脆弱

 

□天井が入り組んだ形

状になっている 

□天井と廻り縁が固定

されている 

□脱落防止金物が不備

□吊ﾎﾞﾙﾄの間隔が100×

165cmより大きい 

 

□端部吊ﾎﾞﾙﾄの位置が

壁面より60cm以下で

ない 

□Tﾊﾞｰのかかり代が小

さい 

 

 

 

□大規模天井(500㎡以

上)の場合で壁面との

ｸﾘｱﾗﾝｽが無い 

□大規模天井で折上げ

段差部の補強がない 

□脱落防止金物が無い 

□吊ﾎﾞﾙﾄの間隔が100×

165cmよりかなり大き

い 

□端部吊ﾎﾞﾙﾄの位置が

壁面よりかなり離れ

ている 

□Tﾊﾞｰのかかり代がか

なり小さい 

□照明器具等の開口補

強がない 

□ﾀﾞｸﾄ､空調機等が天井

下地材を利用して吊 

られている 

□ 

 

照明 

器具 

□吊り下げ形 

□直付け 

■埋込み 

□壁付け形 

□自動昇降式 

□異常なし 

□振れ止めが不備 

□止付ﾋﾞｽ､ﾅｯﾄの緩み等

がある 

■ｶﾊﾞｰ類の緩みがある

□振止めがない 

(吊り代１ｍ以上) 

□器具に吊ﾎﾞﾙﾄがない 

□取付金具の不備、 

腐食､割れがある 

□ 写真8 

空調機 

ｽﾋﾟ-ｶｰ 

等 

□吊り下げ形 

□直付け 

□埋込み 

■壁付け形 

■異常なし 

□振れ止めが不備 

□止付ﾋﾞｽ､ﾅｯﾄの緩み等

がある 

□振止めがない 

□器具に吊ﾎﾞﾙﾄがない 

□取付金具の不備、 

腐食､割れがある 

□ 
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（５） その他                              様式１ 

（室名：１階ホール ） 

部位 工法・材料・機器
ランク(Ａ) 

特に問題なし 

ランク(Ｂ) 

改善計画を要す 

ランク(Ｃ) 

改善を要す 
未確認 備考 

扉 
□扉(避難上必要な

もの) 

□耐震処置のあるもの □取り付け部に破損が

ある 

□開閉がスムーズで 

 ない 

 □

空調 

機器 

□床スラブへの 

固定 

□設置良し □固定支持不備 □床スラブヘの 

固定なし 

□

□ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ □ﾎﾞﾙﾄ固定良し □緩み､腐食､損傷 □ﾎﾞﾙﾄの欠落 □

□鋼製架台 □設置良し □緩み､腐食､損傷 □ﾎﾞﾙﾄの欠落 □

□耐震ｽﾄｯﾊﾟｰ □設置良し 口不安定 □耐震ｽﾄｯﾊﾟｰ無し □

□振止め（天吊） □固定良し □振止め材不備 □振止め材無し □

 

暖房 

器具 

□床スラブへの 

固定 

□固定良し □固定不備 □床スラブヘの 

固定なし 

□

□壁面への固定 □固定良し □固定不安定 □壁面への同定 

不十分 

□

備品 

□棚、ロッカー □転倒防止良し 
□転倒防止策はないが

 高さ1.2m未満 

□高さ1.2m以上で 

転倒防止策無し 

□
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□テレビ □天吊 

□棚置 

□止め金物良し □止め金物不備 口止め金物無し 

 (落下防止策無し) 

□

□ビアノ □転倒防止良し 
□ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾋﾟｱﾉで 

 滑り防止策無し 

□ｱｯﾌﾟﾗｲﾄﾋﾟｱﾉで 

転倒防止策無し 

□

□ﾊﾟｿｺﾝ機器類 □転倒防止良し □転倒防止不備 □転倒防止無し □

□薬品棚 □転倒防止良し 

□扉開放防止策良し 
□転倒防止不備 

□耐震ｽﾄｯﾊﾟｰ等扉開放

防止策が無い 

 

 

□転倒防止無し 

□扉が無い 

□ｶﾞﾗｽ扉で飛散防止策

が無い 

□扉が施錠出来ない 

□

□ｼｮｰｹｰｽ □転倒防止良し 

□扉開放防止策良し 
□転倒防止不備 

□耐震ｽﾄｯﾊﾟｰ等扉開放

防止策が無い 

□転倒防止無し 

□ｶﾞﾗｽ扉で飛散防止策

が無い 

□

■絵画等 ■止め金具良し □止め金具が不備 □止め金具が脆弱 □ 

□ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾄﾞ □外観に異常なし □構成部材に腐食､破損

がある 

□取り付け部の腐食､破

損､ﾎﾞﾙﾄの緩みがある

□ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ支持部に 

ひび割れがある 

□取り付け部のﾎﾞﾙﾄの

はずれ､溶接のわれ 

がある 

□ 

□ 

 
□ □ □ □

□ 

 
□ □ □ □

□ 

 
□ □ □
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写真１  

2 階西面 
扉周りタイルの 
浮き･剥離 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真２  
３階サッシ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真３  
ガラス枠 
弾性シーリング 
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写真４  
ＰＨ屋上 
高置水槽 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真５  
ＰＨ屋上 
高置水槽 
アンカーボルトの 
余長不足 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真６  
屋上 
鋼製手摺 
著しい錆、基礎の割れ 
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写真７  

埋込み照明器具支持状況

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真８  
３階大会議室天井 
照明器具カバーの緩み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



様式２

設備耐震（初回）点検表　　　　　建物名：　宮城県A会館　　　　　　　　　　　　　点検日：　H18年10月26日

　（安全確保を要する建物）
1. 「評価」欄 ： ○(問題なし)・△(注意要)・×(至急改修要)の３段階評価（特に△・×の場合には指摘事項を記入）

2. 点検時に、複数の機器（箇所）に対し、一台（箇所）でも不適があれば不適とする。不適数を”指摘内容項”に「正」等を利用して記入。記入例

1/4

2. 点検時に、複数の機器（箇所）に対し、 台（箇所）でも不適があれば不適とする。不適数を 指摘内容項 に「正」等を利用して記入。

3. 耐震安全性の分類　：　乙類

　大地震動後の人命の安全確保、二次災害の防止を図る。

4. 耐震性能別分類

　イ　固定支持に関する事項

　ロ　本体強度に関する事項

　ハ　機能確保に　　　〃

ニ 変位対応に 〃

(記入例対象物件）

空調方式 ： 空冷ヒートポンプパッケージ

衛生方式 ： 市水（受水槽＋高架水槽）

記入例

　ニ　変位対応に　　　〃

　ホ　二次災害防止

　へ　その他

○地下階または1階

設備種類 設備部位 点検項目 評価 性能別

分類

指摘内容

基礎は構造躯体一体型となっている － イ

アンカーボルトで堅固に固定されている － イ

基礎のアンカーボルトのへり空き寸法は十分にとられている － イ

デスク上の機器類に耐震措置がされている（ゴムマット，バント・取り付け金具等） ○ イ

室構造等 室内に漏水のおそれのある配管が通っていない ○ ホ

基礎は必要な強度・寸法がとれている（建築構造と一体が望ましい） ○ イ

盤類が床または基礎にアンカーボルトで堅固に固定されている ○ イ

監視制御
設備

監視制御機器

受変電 機器・幹線
受変電室の幹線フレームパイプの頂部支持は直角2方向以上で壁に固定されている △ イ 一方向にしか支持なし

変圧器がアンカーボルトで堅固に固定されているか耐震ストッパーが取り付けられている　 ○ イ

室構造等 室内に漏水のおそれのある配管が通っていない　（２次災害防止） ○ ホ

基礎は必要な強度・寸法がとれている（建築構造と一体が望ましい） ○ イ

アンカーボルトで堅固に固定されている ○ イ

発電装置に移動・転倒防止ストッパーが取り付けられている　 ○ イ

天吊り消音器は地震時に過大な変位が生じないよう支持がしてある × イ

受変電
設備

機器・幹線

耐震支持が取られていない

自家発電
設備

機器

天吊り消音器は地震時に過大な変位が生じないよう支持がしてある × イ

配管 配管類に可とう継ぎ手を使用している ○ ニ

室構造等 室内に漏水のおそれのある配管が通っていない ○ ホ

床または基礎にアンカーボルト等で強固に固定されている △ イ

蓄電池電槽間に緩衛材が設けられている ○ イ

管の支持間隔は２mとしている ○ イ

プルボックスの支持は構造体に取り付けられている（具体的にした） ○ イ

ケ ブルラックの支持間隔は鋼製で２ｍ以下 アルミ製で１ ５ｍ以下である ○ イ

蓄電池にストッパーがない

耐震支持が取られていない

電力・通信 配管・ケーブ

直流電源
設備

機器

ケーブルラックの支持間隔は鋼製で２ｍ以下､アルミ製で１．５ｍ以下である ○ イ

金属ダクトの支持間隔は３ｍ以下、バスダクトの支持間隔は６ｍ以下としている ○ イ

（屋外で記載）エキスパンションジョイント部で層間変位に追従できる ○ ニ

機器 床または基礎にアンカーボルトで堅固に固定されている ○ イ

室構造等 室内に漏水のおそれのある配管が通っていない ○ イ

機器 床または壁にアンカーボルトで堅固に固定されている ○ イ

室構造等 堅固な床・壁・天井で防火区画されている ○ ホ

電力 通信
幹線設備

配管 ケ ブ
ルラック

構内交換
設備

自動火災
報知設備

機器 床または壁にアンカーボルトで堅固に固定されている ○ イ

室構造等 室内に漏水のおそれのある配管が通っていない ○ ホ

水槽の材質[　FRP製　]　容量[　２０，０００　㍑]

水槽の耐震水平震度（Ks）の記入　[　　１．０　　］　（乙類の重要機器で０.６，一般で０.４） ○ ロ

基礎は構造躯体と一体化になっているか ○ イ

床または基礎にアンカーボルト等で強固に固定されているか ○ イ

非常放送
設備

受水槽
屋外にある場合で

もここに記入

受水槽設置個所
地下／屋外

（どちらかに○）
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様式２

設備種類 設備部位 点検項目 評価 性能別

分類

基礎のアンカーボルトのヘリ空き寸法は十分に取られている ○ イ

　　せん断の場合はc-d/2＞5cm,引き抜きの場合はＣ＞４ｄかつＣ-d/2＞５ｃｍ

指摘内容

2/4

　　せん断の場合はc d/2＞5cm,引き抜きの場合はＣ＞４ｄかつＣ d/2＞５ｃｍ

　　Ｃ：へり空き寸法、ｄ：アンカーの直径

縦型槽類には躯体から頂部指示を取っている － イ

水槽廻りの接続配管は固定され接続部が破断する恐れはないか ○ ニ

ポンプ類の防振装置には水平方向のストッパーが取り付けられている ○ イ

ポンプ接続配管には振れ止め又は耐震架台で躯体から強固に取りつけられている ○ イ

給排水配管  引き込み配管 建物導入部の配管に可とう性のある施工が行われている ○ ニ

基礎は構造躯体一体型となっている － イ

受水槽
屋外にある場合で

もここに記入

（つづき）

基礎は構造躯体一体型となっている － イ

槽類は床又は基礎にアンカーボルト等で強固に固定されている － イ

基礎のアンカーボルトのへり空き寸法は十分にとられている　（受水槽の項参照） － イ

架台の設計震度が明らかでかつ想定地震力を満足している － イ

縦型の機器には躯体から頂部支持をとっている － イ

その他 その他 ガス又は油を使用する機器に感震器連動の遮断弁が設けられている － ホ

空調設備 槽類（蓄熱槽）

○屋上

設備種類 設備部位 点検項目 評価 性能別

分類

水槽の材質[　FRP製　]　容量[　５，０００　㍑]

水槽の耐震水平震度（Ks）の記入　[　１．０　］　（乙類の需要機器1.5Ks以上が望ましい） ○ イ

基礎は構造躯体と一体化になっているか ○ イ

指摘内容

設置個所 床または基礎にアンカーボルト等で強固に固定されているか ○ イ

建物内／屋外 基礎のアンカーボルトのヘリ空き寸法は十分に取られている　（受水槽の項参照） × イ

（どちらかに○） 縦型槽類には躯体から頂部指示を取っている ○ イ

水槽廻りの接続配管は固定され接続部が破断する恐れはないか ○ ニ

ポンプ類の防振装置には水平方向のストッパーが取り付けられている ○ イ

ポンプ接続配管には振れ止め又は耐震架台で躯体から強固に取りつけられている ○ イ

基礎は構造躯体一体型となっている － イ

へり空き寸法が不足し、ひび割れ
あり高置水槽

基礎は構造躯体 体型となっている イ

床又は基礎にアンカーボルト等で強固に固定されている － イ

基礎のアンカーボルトのへり空き寸法は十分にとられている　（受水槽の項参照） － イ

架台の設計震度が明らかでかつ想定地震力を満足している － ロ

縦型の機器には躯体から頂部支持をとっている － イ

○基準階

空調設備
冷却塔･熱源機
等

○基準階

設備種類 設備部位 点検項目 評価 性能別

分類

最上階および3階ごとに１箇所以上耐震支持がされている(添付資料「耐震支持の例」参照) ○ イ

各階ごとに耐震支持(振れ止め）がされている ○ イ

エキスパン部を通過する配管は変位吸収継ぎ手が使われている － ニ

横引き主管は堅固に固定されている ○ イ

主管から 枝管 出 ク とな る 階 機械室内

指摘内容

給排水配管

立て配管

建物
主管からの枝管取り出しは３クッションとなっている △ イ

配管のねじ接続部のサビの状態が強度に影響を与えないか ○ ロ

分岐バルブおよび緊急遮断弁が操作しやすい位置にある ○ ホ

基礎は構造躯体一体化となっている ○ イ

床又は基礎にアンカーボルト等で強固に固定されている ○ イ

基礎のアンカーボルトのへり空き寸法は十分に取られている　（受水槽の項参照） ○ イ

防振装置には水平垂直方向のストッパーが取り付けられている ○ イ

上記耐震ストッパーの強度が想定地震力を満足している（防震機器支持の場合） － イ

　　3,4階の機械室内の

分岐枝管にｸｯｼｮﾝ不足あり

建物
エキスパン部

空調機器類 床置機器
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様式２

設備種類 設備部位 点検項目 評価 性能別

分類

縦型の機器には躯体から頂部支持をとっている － イ

煙導と煙突の接合部はしっかりと固定されている － イ

指摘内容

空調機器類
床置機器

3/4

煙導と煙突の接合部はしっかりと固定されている イ

耐震振れ止めが効果的にされている ○ イ

吊りボルトは十分な強度がある天井スラブ等に強固に固定されている ○ イ

最上階及び3階ごとに１箇所以上耐震支持されている(添付資料「耐震支持の例」参照) ○ イ

各階ごとに耐震支持（振止め）されている ○ イ

配管の形鋼振れ止め支持が下記通りである。 ○ イ

空調機器類
（つづき）

天吊機器

立て配管

呼び径
分類

鋼管・鋳鉄管・

25～40 50～100 125～300

壁などの貫通部で振れが防止されている箇所はA種耐震支持と見なしてよい ○ イ

分岐バルブ及び緊急遮断弁が操作しやすい位置にある ○ ホ

エキスパンションジョイント部通過前後の横引配管の振れ止めがされている － ニ

最下階及び３階ごとに１箇所以上耐震支持されている(添付資料「耐震支持の例」参照) － イ

各階ごと 耐震支持（振れ止め）され る イ

空調配管類

横引き配管

立てダクト
3階機械室内のOAﾀﾞｸﾄに 耐震支

鋼管・鋳鉄管・
ステンレス管
ビニール管及び
ポリエチレン管
銅管 6ｍ以下 8ｍ以下 12ｍ以下

12ｍ以下8ｍ以下6ｍ以下

12ｍ以下8ｍ以下

各階ごとに耐震支持（振れ止め）されている △ イ

ダクトの耐震支持（振れ止め）方法が下表通りである（周長1ｍ以下のダクトを除く） ○ イ

その他 その他 ガス又は油を使用する機器に感震器連動の遮断弁が設けられている － ホ

空調ダクト
類

立てダクト

横引きダクト

3階機械室内のOAﾀ ｸﾄに、耐震支
持なし

設置場所 耐震支持方法
最上階
屋　上
塔　屋

２階以上
１　階

地下階

ダクトの支持間隔約１２ｍごとに１箇所、Ａ種耐震

支持あるいはＢ種耐震支持が設けられている。

吊り間隔3620以内で施されている。

吊ボルトによる固定がされている ○ イ

高天井はランプの落下防止がとられている － イ

システム天井の場合、落下防止ワイヤーがある － イ

○屋外

設備種類 設備部位 点検項目 評価 性能別 指摘内容

照明機是等
の機器類

天吊り機器

設備種類 設備部位 点検項目 評価 性能別

分類

床又は基礎にアンカーボルト等で強固に固定されている ○ イ

基礎のアンカーボルトのへり空き寸法は十分にとられている ○ イ

架台の設計震度が明らかでかつ想定地震力を満足している ○ ロ

縦型の機器には躯体から頂部支持をとっている － イ

電力引き込み柱の転倒防止対策が確実に行われている ○ イ

ガス・給水・排水等の建築物導入部の配管に可とう性のある施工が行われている ○ ニ

指摘内容

機械設備
共通

槽類・熱源機・
その他機器

引込配管
ガス・給水・排水等の建築物導入部の配管に可とう性のある施工が行われている ○ ニ

配管固定 壁部への配管固定は強固にされているか － イ

その他 その他 ガス又は油を使用する機器に感震器連動の遮断弁が設けられている － ホ

○その他（総合的な所見・上記項目にはない指摘事項など）

　・自家発電設備の消音器に耐震支持がなく、消音器の落下により発電機が停止する恐れがあるので早急な対応が必要と思われる。

高架水槽 基礎 カ ボ 空き寸法が び割れがある 早急 対応が必 と われる　・屋上の高架水槽の基礎のアンカーボルトのへり空き寸法が不足し、ひび割れがあるので早急に対応が必要と思われる。

　その他の不具合は今後の推移状況を見て検討を行う。
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○点検結果のまとめ

該　　　当　　　項　　　目

１．地下階の受変電室のフレームパイプの頂部支持が一方向しかない。

備　　考

4/4

１．地下階の受変電室のフレ ムパイプの頂部支持が 方向しかない。

２．地下階の直流電源設備の蓄電池に耐震ストッパーがない。

３．3，4階の機械室内の分岐枝管のクッション不足あり

４．3階の機械室内のOAダクトに耐震支持がない。

１．自家発電設備の消音器に耐震支持がなく、消音器の落下により発電機が停止する恐れがある

２ 屋上の高架水槽の基礎のアンカーボルトのへり空き寸法が不足し ひび割れがある

（△）
注意要

２．屋上の高架水槽の基礎のアンカーボルトのへり空き寸法が不足し、ひび割れがある

総合評価 　　　特に問題無し。　　　　　　　　部分的な検討を要す。　　　　　　　　早急な対策が必要。　　　（左記の該当内容を、○で囲む。）

（×）
至急改善要
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設備耐震（初回）点検表　　　　　建物名：　宮城県B庁舎　　　　　　　　　　　　　点検日：　H18年10月26日

　（安全確保および機能維持を要する建物）
1. 「評価」欄 ： ○(問題なし)・△(注意要)・×(至急改修要)の３段階評価（特に△・×の場合には指摘事項を記入）

2. 点検時に、複数の機器（箇所）に対し、一台（箇所）でも不適があれば不適とする。不適数を”指摘内容項”に「正」等を利用して記入。記入例

1/6

2. 点検時に、複数の機器（箇所）に対し、 台（箇所）でも不適があれば不適とする。不適数を 指摘内容項 に「正」等を利用して記入。

3. 耐震安全性の分類　：　甲類

　大地震動後の人命の安全確保、二次災害の防止が図られていると共に、大きな補修をすることなく必要な設備機能を相当間継続できる。

4. 耐震性能別分類

　イ　固定支持に関する事項

　ロ　本体強度に関する事項

　ハ　機能確保に　　　〃

ニ 変位対応に

(記入例対象物件）

空調方式 ： 空冷ヒートポンプパッケージ

衛生方式 ： 市水（受水槽＋高架水槽）

記入例

　ニ　変位対応に　　　〃

　ホ　二次災害防止

　へ　その他

○地下階

設備種類 設備部位 点検項目 評価 性能別

分類

指摘内容

基礎は構造躯体一体型となっている ○ イ

アンカーボルト等で強固に固定されている ○ イ

基礎のアンカーボルトのへり空き寸法は十分にとられている ○ イ

重要系統の監視・制御設備はシステム構成などで危険分散化が図られている ○ ハ

特に重要な系統の監視・制御設備は二重化等の信頼性向上が図られている △ ハ

機器類と配線の接続部は抜けない様に処置がとられている ○ イ

デスク上の機器類に耐震措置がされている（ゴムマット，バント・取り付け金具等） ○ イ

監視制御
設備

監視制御機器
制御設備の一部が分散化されてい
ない

デスク上の機器類に耐震措置がされている（ゴムマット，バント 取り付け金具等） ○ イ

中央監視室の位置は地下階又は１階である ○ ハ １階に設置されている

中央監視室は堅固な床壁及び天井で防火区画されている ○ ハ

入口等からの浸水防止の措置がとられている ○ ハ

室内に漏水のおそれのある配管が通っていない ○ ホ

基礎は必要な強度・寸法がとれている（建築構造が望ましい） ○ イ

盤類が床または基礎にアンカーボルトで堅固に固定されている ○ イ

変圧器がアンカ ボルトで堅固に固定されているか耐震ストッパ が取り付けられている ○ イ

室構造等

機器・幹線 変圧器がアンカーボルトで堅固に固定されているか耐震ストッパーが取り付けられている　 ○ イ

二重化等システムの信頼性向上が図られている ○ ハ

移動電源車の電源接続等が図られている ○ ハ

室構造等 室内に漏水のおそれのある配管が通っていない ○ ホ

基礎は必要な強度・寸法がとれている　（建築構造と一体が望ましい） ○ イ

アンカーボルトで堅固に固定されている ○ イ

発電装置に移動・転倒防止ストッパーが取り付けられている ○ イ

受変電設備
機器・幹線

天吊消音器は地震時に過大な変位が生じないよう支持がしてある ○ イ

原動機及び燃料小出し槽への配管接続部には可とう継ぎ手を使用している ○ ニ

空冷式、独立給排気等システムの自立化に配慮されている ○ ハ

連続運転時間は1週間程度あるか ○ ハ

最新の負荷容量で出力計算がされている ○ ハ

Ｇ ＝ α・ＲＧ・Ｋ　　　　Ｇ ：発電機出力（ＫＶＡ）

　　　　　　　　　　　　 　α ：補正係数（１．１）

自家発電
設備

機器

　　　　　　　　　　　　 　α ：補正係数（１．１）

　　　　　　　　　　　　 　RG：発電機出力係数

                   　         Ｋ ：負荷出力合計

配管 配管類に可とう継ぎ手を使用している ○ ニ

室構造等 室内に漏水のおそれのある配管が通っていない ○ ホ

床または基礎にアンカーボルト等で堅固に固定されている ○ イ

重心位置の高い機器は頂部で固定されている ○ イ

容量は設定負荷（非常照明用）及び必要な負荷に対して十分確保されている ○ ハ

直流電源
設備

機器
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様式３

設備種類 設備部位 点検項目 評価 性能別

分類

管の支持間隔は2ｍとしている ○ イ

プルボックスの支持は構造体に取り付けられている ○ イ

指摘内容

2/6

プルボックスの支持は構造体に取り付けられている ○ イ

ケーブルラックの支持間隔は鋼製で２ｍ以下、アルミ製で１．５ｍ以下である ○ イ

接続ダクトの支持間隔は３ｍ以下、バスダクトの支持間隔は６ｍ以下としている ○ イ

エキスﾊﾟﾝション部はケーブルにたるみを持たしている ○ ニ

（屋外で記載）エキスパンジョイント部で相対変位に追随できる ○ ニ

床または基礎にアンカーボルトで堅固に固定されている ○ イ

二重化等システムの信頼性向上が図られている ○ ホ

室構造等 室内に漏水のおそれのある配管が通っていない ○ イ

電力・通信
幹線設備

配管・ケーブル
ラック

構内交換
設備

機器

室構造等 室内に漏水のおそれのある配管が通っていない ○ イ

機器 床または基礎にアンカーボルトで堅固に固定されている ○ イ

室内に漏水のおそれのある配管が通っていない ○ イ

大地震時のガイダンス画面や誤報への対策が取り込まれている ○ ホ

機器 床または基礎にアンカーボルトで堅固に固定されている ○ イ

室内に漏水のおそれのある配管が通っていない ○ ホ

パニック防止のための自動放送機能等を装備している ○ ホ

自動火災
報知設備 室構造等

非常放送
設備 室構造等

　（災害対策本部等） ○ ハ

　飲料水受水槽容量が下式の計算値の10/7倍を満足している

①材質 　Ｑａ＝1/1000ｑａ{ｎ1・t1＋ｎ2（t2-t1）}

　　　　　　　 　ＱＴａ≧Ｑａ×10/7

　　Ｑａ：必要貯水量（ｍ³）

②容量 　　ｑａ：１人当たり１日使用量（＝4ℓ/人・日）

　　　　　　　ℓ 　　ｎ1：全職員数（人）

都市人口
（千人）
ｔ１（日） 1 1
ｔ2（日） 4 7

2000以下 2000超

　　　　　　　ℓ 職員数（人）

　　ｎ2：大地震動後災害応急対策活動を行う職員等の数（人）　ただし一般の建物はｎ2＝0

③耐震水平震度 　　ｔ1：大地震動後一般職員が施設を離れるまでの日数（日）

　　　　　　（Ks） 　　ｔ2：大地震動後外部からの給水が得られるまでの日数（日）

（１．０以上） 　（避難所） － ハ

　Ｑａ＝1/1000ｑａ ｎ3・t3

　　ｎ3：非難者数，t3＝3～4(日)を用いる，ｑa＝3ℓ/人・日

病院は通常稼動している事が前提 － ハ病院は通常稼動している事が前提 － ハ

貯水量が通常時1日使用量を超えていない ○ ハ

給水本管のボールタップ又は定水位弁作動用電極棒の位置が十分な貯水量（満水の
70％程度）を確保できる位置となっている

○ ハ

飲料用受水槽が床上に設置されている ○ へ

基礎は構造躯体と一体化になっている ○ イ

床または基礎にアンカーボルト等で強固に固定されているか ○ イ

基礎のアンカーボルトのヘリ空き寸法は十分に取られている ○ イ

受水槽
屋外にある場合で

もここに記入

礎 法 分

縦型槽類には躯体から頂部指示を取っている － イ

水槽室内天井からの落下物に対する被害防止措置がなされている ○ へ

水槽廻りの接続配管は固定され接続部にフレキシブルジョイント等が設けられているか ○ イ

ポンプ類の防振装置には水平方向のストッパーが取り付けられている ○ イ

ポンプ接続配管には振れ止め又は耐震架台で躯体から強固に取りつけられている ○ イ

水槽の側面に水栓が設置されているか － ハ

オーバープー管は水槽に固定されているか － イオーバープー管は水槽に固定されているか － イ

揚水又は給水ポンプが発電機回路となっている. × ハ

受水槽サクション側の揚水管又は給水管に地震感知連動遮断弁が設けられている ○ ホ

重要室及び重要機器のある階の給水分岐管に感震器連動の緊急遮断弁が設けられている － ホ

給水車が受水槽に水を補給するシステムになっているか（病院／避難所） － ハ

 引き込み配管 建物導入部の配管に可とう性のある施工が行われている ○ ニ

システム

揚水ポンプの電源が発電機回路と
なっていない

2/6



様式３

設備種類 設備部位 点検項目 評価 性能別

分類

排水槽容量が下式の計算値を満足している － ハ

①排水槽の Ｑｄ＝1/1000〔ｑｂ{ｎ1・t1+ｎ2（t3－t1）}〕

指摘内容

3/6

①排水槽の Ｑｄ 1/1000〔ｑｂ{ｎ1 t1+ｎ2（t3 t1）}〕

ＱＴｄ≧Ｑｄ

Ｑｄ：必要排水槽容量（ｍ³）

②材質 ｑｂ：一人当たり一日使用量＝30（ℓ/人・日）

　　　　　　　 ｎ1：全職員数（人）

③容量 ｎ1：大地震動後災害応急対策活動を行う職員等の数（人）

　　　　　　　ℓ t1：大地震動後一般職員が施設を離れるまでの日数（日）（t1は飲料水に同じとする）

t3 放流又は排出が可能となるまでの日数（日）（t3 7とする）

有り／無し
（どちらかに○）

t3：放流又は排出が可能となるまでの日数（日）（t3＝7とする）

基礎は構造躯体と一体化になっているか － イ

床または基礎にアンカーボルト等で強固に固定されているか － イ

基礎のアンカーボルトのヘリ空き寸法は十分に取られている － イ

縦型槽類には躯体から頂部指示を取っている － イ

水槽室内天井からの落下物に対する被害防止措置がなされている － イ

水槽廻りの接続配管は固定され接続部にフレキシブルジョイント等が設けられているか － イ

排水設備

ポンプ類の防振装置には水平方向のストッパーが取り付けられている － イ

ポンプ接続配管には振れ止め又は耐震架台で躯体から強固に取りつけられている － イ

水槽の側面に水栓が設置されているか － ハ

オーバープー管は水槽に固定されているか － イ

ポンプアップ排水系統が最低１系統以上ある － ホ

配水管ポンプが発電機回路となっている － ホ

 引き込み配管 建物導入部の配管に可とう性のある施工が行われている － イ

システム

 引き込み配管 建物導入部の配管に可とう性のある施工が行われている イ

雑用受水槽容量が下式の計算値の10/7を満足している ○ ハ

①雑用水槽の Ｑｂ＝1/1000〔ｑｂ{ｎ1・ｔ1+ｎ2（ｔ2－ｔ1）+ｑｃ・ｔ2}〕

有り／無し
（どちらかに○）

ＱＴｂ≧Ｑｂ×10/7

　Ｑｂ：必要貯水量（ｍ³）

②材質 　ｑｂ：１人当たり１日使用＝30（ℓ/人・日）

　　　　　　　 　ｑｃ：重要設備システムの機能維持に必要な補給水1日使用量（ℓ/日）

③容量 全職員数

都市人口
（千人）
ｔ１（日） 1 1
ｔ2（日） 4 7

2000以下 2000超

③容量 　ｎ1：全職員数（人）

　　　　　　　ℓ 　ｎ2：大地震動後災害応急対策活動を行う職員等の数（人）

　ｔ1：大地震動後一般職員が施設を離れるまでの日数（日）

　ｔ2：大地震動後外部からの給水が得られるまでの日数（日）

給水本管のボールタップ又は定水位弁作動用電極棒の位置が十分な貯水量（満水の
70％程度）を確保できる位置となっている

○ ハ

別途に井戸が設けられており十分な水量が確保され非常電源により運転できる（上記以外） － ハ

基礎は構造躯体と一体化になっているか － イ雑用水槽 基礎は構造躯体と 体化になっているか イ

床または基礎にアンカーボルト等で強固に固定されているか － イ

基礎のアンカーボルトのヘリ空き寸法は十分に取られている － イ

縦型槽類には躯体から頂部指示を取っている － イ

水槽室内天井からの落下物に対する被害防止措置がなされている － イ

水槽廻りの接続配管は固定され接続部にフレキシブルジョイント等が設けられているか ○ イ

ポンプ類の防振装置には水平方向のｽﾄｯﾊﾟｰが取り付けられている ○ イ

ポンプ接続配管には振れ止め又は耐震架台で躯体から強固に取りつけられている ○ イ

雑用水槽
地下階にない場合

でもここに記入

ポンプ接続配管には振れ止め又は耐震架台で躯体から強固に取りつけられている ○ イ

水槽の側面に水栓が設置されているか － ハ

オーバープー管は水槽に固定されているか ○ イ

揚水又は給水ポンプが発電機回路となっている. ○ イ

受水槽サクション側の揚水管又は給水管に地震感知連動遮断弁が設けられている － ハ

重要室及び重要機器のある階の給水分岐管に感震器連動の緊急遮断弁が設けられている － ハ

井水ポンプが発電機回路となっている　（井水ポンプのある場合） － へ

 引き込み配管 建物導入部の配管に可とう性のある施工が行われている ○ ニ

システム
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様式３

設備種類 設備部位 点検項目 評価 性能別

分類

基礎は構造躯体一体型となっている － イ

槽類は床又は基礎にアンカーボルト等で強固に固定されている － イ

指摘内容

4/6

槽類は床又は基礎にアンカ ボルト等で強固に固定されて る イ

基礎のアンカーボルトのへり空き寸法は十分にとられている － イ

架台の設計震度が明らかでかつ想定地震力を満足している － イ

縦型の機器には躯体から頂部支持をとっている － イ

槽の設計震度が明らかでかつ想定地震力を満足している － ロ

大地震動後も活動すべき重要用途室の空調が単独となっている ○ ハ

大地震動後も熱供給すべき対象室の熱源エネルギー３日分の備蓄が確保されている － ハ

熱源エネルギーが二重化されている ○ ハ

空調設備

槽類（蓄熱槽）

システム
重要用途室の空調機器が発電機回路となっている ○ ハ

重要用途室・重要機器のある階の冷温水等分岐管に感震器連動の緊急遮断弁が設けられている － ホ

熱源機器が建築物低層部に設置されている － へ

その他 その他 ガス又は油を使用する機器に感震器連動の遮断弁が設けられている ○ ホ

○屋上

システム

設備種類 設備部位 点検項目 評価 性能別

分類

水槽の材質[　　FRP製　　]　容量[　　５，０００　㍑]　（2.0Ksが望ましい）

水槽の耐震水平震度（Ks）の記入　[　　１．５　　］（乙類の需要機器1.5Ks以上が望ましい。） ○ イ

設置個所 基礎は構造躯体と一体化になっているか ○ イ

建物内／屋外 床または基礎にアンカーボルト等で強固に固定されているか ○ イ

（どちらかに○） 基礎のアンカーボルトのヘリ空き寸法は十分に取られている　（受水槽の項参照） ○ イ

縦 槽類 躯体 部指 を

指摘内容

縦型槽類には躯体から頂部指示を取っている － イ

水槽廻りの接続配管は固定され接続部にフレキシブルジョイント等が設けられているか ○ ニ

ポンプ類の防振装置には水平方向のストッパーが取り付けられている ○ イ

ポンプ接続配管には振れ止め又は耐震架台で躯体から強固に取りつけられている ○ イ

水槽の側面に水栓が設置されているか － ハ

オーバープー管は水槽に固定されているか ○ イ

飲料用受水槽が屋内設置となっている ○ ハ

高置水槽

飲料用受水槽が床上に設置されている ○ ハ

水位調整装置が所定の容量を維持出来るような位置にあるか ○ ハ

水槽室内天井からの落下物に対する被害防止措置がなされている ○ イ

基礎は構造躯体一体型となっている　（又は建築工事区分である） △ イ

床又は基礎にアンカーボルト等で強固に固定されている ○ イ

基礎のアンカーボルトのへり空き寸法は十分にとられている　（受水槽の項参照） ○ イ

架台の設計震度が明らかでかつ想定地震力を満足している － イ

システム

空調設備
冷却塔・熱源機
等

　　　空調用外機で置き

　基礎の使用個所がある

架台の設計震度が明らかでかつ想定地震力を満足している － イ

縦型の機器には躯体から頂部支持をとっている － イ

○基準階

設備種類 設備部位 点検項目 評価 性能別

分類

最上階及び3階ごとに１箇所以上耐震支持されている (添付資料「耐震支持の例」参照)

指摘内容

最上階及び3階ごとに１箇所以上耐震支持されている (添付資料「耐震支持の例」参照)

（耐震支持のみ（振れ止め）又は自重支持の兼用）
○ イ

各階ごとに耐震支持（振止め）されている ○ イ

堅管要部に変位吸収継手が設けられている ○ ニ

分岐バルブ緊急遮断弁が操作しやすい位置にある ○ へ

給排水配管 立て配管
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様式３

設備種類 設備部位 点検項目 評価 性能別

分類

エキスパン部を通過する配管は変位吸収継ぎ手が使われている － ニ

水槽廻りの配管継ぎ手に可とう継ぎ手等がついている ○ ニ

指摘内容

5/6

水槽廻りの配管継ぎ手に可とう継ぎ手等がついている ○ ニ

横引き主管は堅固に固定されているか ○ イ

主管からの枝管取り出しは３クッションとなっているか ○ イ

配管のねじ接続部のｻﾋﾞの状態が強度に影響を与えていない ○ イ

分岐バルブおよび緊急遮断弁が操作しやすい位置にある ○ へ

基礎は構造躯体一体化となっている ○ イ

床又は基礎にアンカーボルト等で強固に固定されている ○ イ

基礎のアンカ ボルトのへり空き寸法は十分に取られている ○ イ

給排水配管
（つづき）

建物
エキスパン部

基礎のアンカーボルトのへり空き寸法は十分に取られている ○ イ

防振装置には水平垂直方向のストッパーが取り付けられている ○ イ

上記耐震ストッパーの強度が想定地震力を満足している（防震機器支持の場合） ○ イ

縦型の機器には躯体から頂部支持をとっている ○ イ

煙導と煙突の接合部はしっかりと固定されている ○ イ

耐震振れ止めが効果的にされている ○ イ

吊りボルトは十分な強度がある天井スラブ等に強固に固定されている ○ イ

空調機器類

床置機器

天吊機器

最上階及び3階ごとに１箇所以上耐震支持されている(添付資料「耐震支持の例」参照) ○ イ

各階ごとに耐震支持（振止め）されている ○ イ

堅管要部に変位吸収継手が設けられている ○ ニ

分岐バルブ緊急遮断弁が操作しやすい位置にある ○ へ

配管の形鋼振れ止め支持が下記通りである。 ○ イ

立て配管

呼び径
分類

鋼管・鋳鉄管・

25～40 50～100 125～300

12ｍ以下8ｍ以下

自重支持の３倍以内
壁などの貫通部で振れが防止されている箇所はA種耐震支持と見なしてよい

○ イ

分岐バルブ及び緊急遮断弁が操作しやすい位置にある ○ へ

漏水のおそれのある配管が重要用途室及び重要機器のある部屋を通っていない ○ ホ

エキスパンションジョイント部を通過する配管な次の計算値を吸収する有効な変位吸
収継手がxｙ両方向に対して設けられている

－ ニ

空調配管

横引き配管

ステンレス管
ビニール管及び
ポリエチレン管
銅管 6ｍ以下 8ｍ以下 12ｍ以下

12ｍ以下8ｍ以下6ｍ以下

12ｍ以下8ｍ以下

収継手がxｙ両方向に対して設けられている

　δ＝2R/h

　h：配管の通過する部分の地上高さ（ｍ）

　R：層間変形角（鉄骨：1/100，鉄骨鉄筋コンクリート造：1/200，鉄筋コンクリート造：1/200）

エキスパンションジョイント部通過前後の横引配管の振れ止めがされている － イ

防振支持機器や本体がぜい性材で構成された機器の配管接続部に変位吸収継手が
設けられている

○ ニ

接続配管の振れ止めがされている △ イ

最 階 び 階ご 箇所 耐震支持され る 付資料「耐震支持 例 参 ○ イ

エキスパンション部

の配管

機器接続配管
配管で振止の無い個所あり

正　各階の空調機接続

最下階及び3階ごとに1箇所以上耐震支持されている　(添付資料「耐震支持の例」参照) ○ イ

各階ごとに耐震支持（振れ止め）されている ○ イ

ダクトの耐震支持（振れ止め）方法が下表通りである（周長1ｍ以下のダクトを除く） ○ イ

空調ダクト
類

立てダクト

横引きダクト

設置場所 耐震支持方法
最上階
屋　上
塔　屋

２階以上
１　階

地下階

ダクトの支持間隔約１２ｍごとに１箇所、Ａ種耐震

支持あるいはＢ種耐震支持が設けられている。

吊り間隔3620以内で施されている。

防振支持機器ダクト接続部に変位吸収継手が設けられている ○ ニ

接続ダクトの振れ止めがされている ○ イ

吊ボルトによる固定がされている ○ イ

高天井はランプの落下防止がとられている ○ イ

システム天井の場合、落下防止ワイヤーがある ○ イ

機器接続ダクト

照明機是等
の機器類

天吊り機器
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様式３

○屋外

設備種類 設備部位 点検項目 評価 性能別

分類

床又は基礎にアンカーボルト等で強固に固定されている ○ イ

指摘内容

6/6

床又は基礎にアンカ ボルト等で強固に固定されている ○ イ

基礎のアンカーボルトのへり空き寸法は十分にとられている ○ イ

架台の設計震度が明らかでかつ想定地震力を満足している ○ イ

縦型の機器には躯体から頂部支持をとっている ○ イ

地盤の良好な場所で引込まれている ○ イ

建築物導入部の配管に可とう性のある施工が行われている（水道・ガス等） ○ ニ

配管固定 壁部への配管固定は強固にされているか ○ イ

その他 その他 ガス又は油を使用する機器に感震器連動の遮断弁が設けられている ○ ニ

機械設備
共通

槽類・熱源機・
その他機器

引込配管

その他 その他 ガス又は油を使用する機器に感震器連動の遮断弁が設けられている ○ ニ

○その他（総合的な所見・上記項目にはない指摘事項など）

１．揚水ポンプが一般回路となっているので早急に発電機回路への対応が必要。

　災害発生後に維持機能が求められる建物なので「点検結果のまとめ」に記載した項目に関しても今後の対応・検討が必要と思われる。

○点検結果のまとめ○点検結果のまとめ

該　　　当　　　項　　　目

１．地下階の監視制御設備の一部が分散化されていない。

２．空調設備の熱源エネルギーが二重化されていない。

３．屋上に設置の空調用室外機で置き基礎を使用している個所がある。

４．各階の空調機接続配管で振れ止めの無い個所がある。

備　　考

(△）
注意要

１．揚水ポンプが発電機回路になっていない。

(×）
至急改善要

総合評価 　　　特に問題無し。　　　　　　　　部分的な検討を要す。　　　　　　　　早急な対策が必要。　　　（左記の該当内容を、○で囲む。）
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様式４

設備耐震（定期）点検表　　　　　建物名：　宮城県C高校　　　　　　　　　　　　　点検日：　H18年10月26日

1. 「評価」欄 ： ○(問題なし)・△(注意要)・×(至急改修要)の３段階評価（特に△・×の場合には指摘事項を記入）

2. 点検時に、複数の機器（箇所）に対し、一台（箇所）でも不適があれば不適とする。不適数を”指摘内容項”に「正」等を利用して記

記入例

1/2

2. 点検時に、複数の機器（箇所）に対し、 台（箇所）でも不適があれば不適とする。不適数を 指摘内容項 に 正」等を利用して記

○地下階

設備種類 設備部位 点検項目 評価 指摘内容

監視制御
設備

機器 アンカーボルトに著しい変形や腐食がない －

アンカーボルトに著しい変形や腐食がない ○

基礎コンクリートにひび割れ破損等が生じていない ○

壁つなぎ材背面支持材に折損や腐食がない ○

変圧器の防振ゴム又はばね・耐震ストッパーに変形損傷が見受けられない　 △ 変圧器防振ゴムにヘタリあり

アンカーボルトに著しい変形や腐食がない －

基礎コンクリートのひび割れ破損等生じている －

発電装置の防振ゴム又はばね・耐震ストッパーに変形損傷が見受けられない　 －

槽類の据付け用架台が著しく腐食していない －

受変電設備 機器

自家発電
設備

機器

アンカーボルトに著しい変形や腐食がない －

据付型蓄電池の架台の腐食が著しくない －

アンカーボルト支持材に折損や腐食がない ○

建物引込部エキスパンジョイント部で相対変位に追随できる　 ○

構内交換
設備

機器 アンカーボルトに著しい変形や腐食がない ○

自動火災
報知設備

機器 アンカーボルトに著しい変形や腐食がない ○

送

直流電源
設備

機器

電力・通信
幹線設備

配管・ケーブ
ルラック

非常放送
設備

機器 アンカーボルトに著しい変形や腐食がない －

基礎コンクリートにひび割れ破損等が生じていない △ 正　　　空調機の基礎の一部に

架台に変形又は著しい腐食がない ○ 正　　　ひび割れあり

アンカーボルトの変形や腐食は著しくない ○ 正

槽本体を構成するボルト補強材の腐食は著しくない ○

アンカーボルトの変形や腐食は著しくない ○

基礎コンクリートにひび割れ破損等が生じていない ○

機械設備
共通

槽類・熱源機・
その他機器

ポンプ
基礎コンクリートにひび割れ破損等が生じていない ○

配管類 配管ねじ接合部のさびの状態が強度に影響を与えない ○

○屋上

設備種類 設備部位 点検項目 評価 指摘内容

基礎コンクリートにひび割れ破損等が生じていない ○

架台に変形又は著しい腐食がない ○機械 備 槽類 熱 機 架台に変形又は著しい腐食がない ○

アンカーボルトの変形や腐食は著しくない ○ 　　高架水槽本体のボルトの

槽本体を構成するボルト補強材の腐食は著しくない × 　　腐食が著しい

○基準階

設備種類 設備部位 点検項目 評価 指摘内容

機械設備
共通

槽類・熱源機・
その他機器

基礎コンクリートにひび割れ破損等が生じていない ○ 正

架台に変形又は著しい腐食がない －

アンカーボルトの変形や腐食は著しくない ○ 正

槽本体を構成するボルト補強材の腐食は著しくない －

配管類 配管ねじ接合部のさびの状態が強度に影響を与えない ○

アンカーボルトの変形や腐食は著しくない △ 正　　　ｼﾝｸのｱﾝｶｰの一部に

機器固定部のコンクリートにひび割れ破損等生じていない ○ 正　　　腐食あり

機械設備
共通

槽類・熱源機・
その他機器

厨房設備 機器類
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様式４

○屋外

設備種類 設備部位 点検項目 評価 指摘内容

2/2

基礎コンクリートにひび割れ破損等が生じていない ○

架台に変形又は著しい腐食がない ○

アンカーボルトの変形や腐食は著しくない ○

槽本体を構成するボルト補強材の腐食は著しくない ○

アンカーボルトの変形や腐食は著しくない －

基礎コンクリートにひび割れ破損等が生じていない －

配管類 配管ねじ接合部のさびの状態が強度に影響を与えない ○

機械設備
共通

槽類・熱源機・
その他機器

ポンプ

配管類 配管ねじ接合部のさびの状態が強度に影響を与えない ○

○その他（総合的な所見・上記項目にはない指摘事項など）

・全体的には大きな問題はないが、屋上の高架水槽本体のボルトの腐食が著しいので早急に対応が必要と思われる。

　その他の不具合は今後の推移状況を見て検討を行う。

○点検結果のまとめ

備　　考

１ 屋外キ ビクル内の変圧器の防振ゴムに タリあり

該　　　当　　　項　　　目

１．屋外キュービクル内の変圧器の防振ゴムにヘタリあり。

２．地下階の空調機の基礎の一部にひび割れあり。

注意要 ３．厨房のシンクのアンカーボルトの一部に腐食あり。

１．屋上の高架水槽本体のボルトの腐食が著しい。

至急改善要

総合評価 　　　特に問題無し。　　　　　　　　部分的な検討を要す。　　　　　　　　早急な対策が必要。　　　（左記の該当内容を、○で囲む。）
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◇宮城県建築物等地震対策推進協議会とは 
 近い将来発生すると予想されている大規模地震に向けて，建築物の耐震化や地震により被害を受

けた建物の早期復旧など地震による被害を軽減するための様々な課題に対して，学識経験者，県，

市町村，建築関係団体が連携して官民一体となって取り組むことを目的に結成された協議会です。 
 

会 員（順不同） 

    会 長 東北工業大学 教授 田中 礼治 
    副会長 東北大学大学院 准教授 前田 匡樹 
    副会長 宮城県土木部次長 
■行政団体                              ■建築関係公益法人 
 宮城県（関係各課），  (社)宮城県建築士会 
 県内全市町村関係各課  (社)宮城県建築士事務所協会 
（ 仙台市，石巻市，塩竈市，気仙沼市，  (社)日本建築家協会東北支部宮城地域会 
  白石市，名取市，角田市，多賀城市，  (社)日本建築構造技術者協会東北支部 
  岩沼市，登米市，栗原市，東松島市，  (社)日本建築積算協会東北支部 
  大崎市，蔵王町，七ヶ宿町，大河原町，  (社)建築設備技術者協会東北支部 
  村田町，柴田町，川崎町，丸森町，  (社)空気調和・衛生工学会東北支部 
  亘理町，山元町，松島町，七ヶ浜町，  (社)宮城県建設業協会 
  利府町，大和町，大郷町，富谷町，  宮城県優良住宅協会 
  大衡村，色麻町，加美町，涌谷町，  宮城県建設職組合連合会 
  美里町，女川町，南三陸町）  宮城県住宅供給公社 
  (財)宮城県建築住宅センター 
  (独)住宅金融支援機構東北支店 
 ■建築物所有者団体  東日本構造物調査診断協会 
 仙台ビルディング協会 （社）日本技術士会東北支部 
 宮城県私立中学高等学校連合会   （衛生工学・環境・上下水道部会） 
 (社)宮城県専修学校各種学校連合会  (社)全国宅地擁壁技術協会東北支部 
 日本チェーンストア協会東北支部  (社)電気設備学会東北支部 
 宮城県商工会議所連合会仙台商工会議所  宮城県瓦工事業組合 
 (社)日本観光旅館連盟南東北支部  
 宮城県病院協会  
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非構造部材に関する主な文献 

 
 ・既存診断･補強 

文 献 名 対象物 特 徴 

既存ＲＣ造建築物の 

耐震診断基準 

(2001 年版) 

日本建築 

防災協会 

H13.10 

外壁 

（ﾀｲﾙ､ﾓﾙﾀﾙ､ﾌﾞﾛｯｸ､ALC､ 

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ等) 

・対象を外壁面だけに限定 

・建物本体の変形性能に関連させ 

 耐震指標ＩNを算出 

・現地調査方法の具体例が無く、煩雑で

はないが計算を伴う 

ガラスサッシ 

建築物の耐震診断 

システムマニュアル 

東京都 

都市計画局 

H1.12 

外壁 

（ﾀｲﾙ､ﾓﾙﾀﾙ､ﾌﾞﾛｯｸ､ALC､ 

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ等) 

・目視調査 

・調査シート有り(RC･S 造別) 
・判定は、建物本体の変形性能に関連さ

せ落下可能性無し･恐れあり･恐れ大の

３種類 

 

 

ガラスサッシ 

付属工作物 

（屋上設備機器､広告塔､ 

煙突､袖看板等) 

官庁施設の総合耐震

診断･改修基準 

大臣官房 

営繕部 

H8.11 

外壁 

（ﾀｲﾙ､ﾓﾙﾀﾙ､ﾌﾞﾛｯｸ､ALC､ 

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ等) 

・目視調査 一次、二次有り 

・診断シート有り 

一次調査で不具合のあるものは二次へ

・項目は比較的細かく充実している 

・判定は、合･否の２種類 

・改修方法有り 

ガラスサッシ･扉 

間仕切･内装材 

天井･床材 

瓦屋根 

家具･事務機器 

学校施設の非構造部

材等の耐震点検に関

する調査研究 

日本建築 

学会 

H15.5 

外壁 

（ﾀｲﾙ､ﾓﾙﾀﾙ､ﾌﾞﾛｯｸ､ 

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ等) 

・目視調査 

・点検シート有り 

（教室､特別教室､体育館､廊下､トイレ､ 

 屋根･外壁､屋上･外部､厨房の８種類) 

・項目は細かく、特に建物内部が充実し

ている 

・判定は、改善を要す･改善計画を要す･

 現状維持の３種類 

・記入要領有り 

・改修方法有り 

 

瓦屋根 

ガラスサッシ･扉 

内壁 

天井 

床 

照明器具 

空調･暖房器具 

備品 

（ﾛｯｶｰ､薬品棚､ﾃﾚﾋﾞ､ 

ﾊﾟｿｺﾝ等) 

高架水槽･冷却塔 

煙突 
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文 献 名 対象物 特 徴 

実務者のための 

既存鉄骨造体育館等

の耐震改修の手引き

と事例 

日本建築 

防災協会 

H16.8 

外壁 

（ﾗｽﾓﾙﾀﾙ､ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ､ 

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ､ALC 等) 

・診断シート有り 

・天井の改修例が充実している 

ガラスサッシ 

内壁（ﾎﾞｰﾄﾞ類） 

天井 

照明器具･ｽﾋﾟｰｶｰ 

空調ﾀﾞｸﾄ 

 

 

 

 

 ・設計･施工指針等 
文 献 名 対象物 特 徴 

非構造部材の耐震 

設計施工指針･同解説 

(2003 年版) 

日本建築 

学会 

H15.1 

外壁･内壁 

（ﾀｲﾙ､ﾓﾙﾀﾙ､ﾚﾝｶﾞ､ﾌﾞﾛｯｸ､

ALC､ｾﾒﾝﾄ成形板､ｶｰﾃﾝｳｫ

ｰﾙ､ﾎﾞｰﾄﾞ等） 

・非構造部材の耐震設計方法 

・非構造部材の施工要領 

・非構造部材の地震被害例 

・医療機器、展示ケース等特殊什器の 

地震対策例も充実 

 

 

天井 

フリーアクセスフロア 

ガラスサッシ 

扉 

瓦屋根 

家具 

コンピューター機器 

医療機器 

美術館等の展示ケース 

見落としてはならな

い非構造部材･設備と

躯体との取合い 

日本建築 

構造技術者 

協会 

H18.4 

外壁･内壁 

（ﾀｲﾙ､ﾓﾙﾀﾙ､ﾚﾝｶﾞ､ﾌﾞﾛｯｸ､

ALC､ｾﾒﾝﾄ成形板､ｶｰﾃﾝｳｫ

ｰﾙ､ﾎﾞｰﾄﾞ等） 

・工事監理ﾁｪｯｸﾘｽﾄ有り 

・実務者向けの参考書 

 

天井 

ガラスサッシ 

扉 

家具 

看板 
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 ・通達･報告書等(天井) 
通達･報告書名 備 考 

芸予地震被害調査報告の送付について 

（技術的助言） 

国土交通省住宅局 

建築指導課長 

国住指第 357 号 

H13.6.1 

愛媛県内体育館４棟 

天井落下被害調査報告 

2003 年十勝沖地震における空港ターミナルビル等の

天井の被害に関する現地調査報告 

国土交通省 

国土技術政策総合研究所 

建築研究所 

H15.10.14 

釧路空港管制塔 

空港ターミナルビル 

スケートセンター 

大規模空間を持つ建築物の天井の崩落対策について

（技術的助言） 

国土交通省住宅局 

建築指導課長 

国住指第 2402 号 

H15.10.15 

 

大規模空間を持つ建築物の天井の崩落対策について

国土交通省住宅局 

建築指導課長 

国住指第 1337 号 

H17.8.19 

大規模天井の調査 

の指導 

スポパーク松森における天井落下事故調査報告 

の概要 

国土交通省 

国土技術政策総合研究所 

建築研究所 

H17.8.26 

 

地震時における天井の崩落対策の徹底について 

（技術的助言） 

国土交通省住宅局 

建築指導課長 

国住指第 1427 号 

H17.8.26 

建築確認時の天井設計

図書の提出 

中間･完了検査実施 

スポパーク松森における天井落下事故調査報告 

国土交通省 

国土技術政策総合研究所 

建築研究所 

H17.8.26 

 

屋内プール等における天井の崩落対策について 

国土交通省住宅局 

建築指導課長 

国住指第 2215 号 

H17.11.25 

埼玉県飯能市屋内プー

ル天井崩落事故発生 

大規模空間を持つ建築物の天井の崩落対策に関する

調査結果（中間報告）について 

国土交通省住宅局 

建築指導課 

H17.11.30 

 

大規模空間を持つ建築物の天井の崩落対策に関する

調査結果について 

国土交通省住宅局 

建築指導課 

H18.3.31 
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